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午前９時００分開議

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達していますので、第７２回神

河町議会定例会第２日目の会議を開きます。

本日は、平成２７年度神河町各会計決算審査報告のために清瀬茂生代表監査委員に出

席していただいておりますので、御紹介申し上げます。どうぞよろしくお願いします。

○代表監査委員（清瀬 茂生君） 監査委員の清瀬でございます。よろしくお願いいたし

ます。

○議長（安部 重助君） 執行部からの各会計決算説明の後に、決算審査報告をいただき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

日程に入る前に、昨日の第７５号議案の健康福祉課長の説明の中で一部誤りがあった

ということでございますので、ここで訂正の申し出がありますので、許可いたします。

健康福祉課長。

○健康福祉課長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。昨日、第７５号議案、

介護保険事業特別会計補正予算書に係る詳細説明をいたしました中で、説明に一部誤り

がありましたので、訂正させていただきたいと思います。

介護保険事業特別会計補正予算書、５ページ、６款基金費ですが、説明では、介護給

付準備基金積立金３２５万の減の理由について、決算に伴う調整金と説明をいたしまし

たが、正しくは今回の補正予算に伴う調整金でございます。訂正し、おわび申し上げま

す。以上でございます。

○議長（安部 重助君） ただいま訂正されましたので、御了承を願います。

それでは、日程に入ります。

⋞ ⋞

日程第１ 第８３号議案 から 第９５号議案
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○議長（安部 重助君） 日程第１、第８３号議案から第９５号議案、平成２７年度各会

計歳入歳出決算認定の件を一括議題とします。

まず、第８３号議案、平成２７年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について提

出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８３号議案、平成２７年度神河町一般会計歳入歳出決算認定

の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

お手元に配付しています平成２７年度一般⋞特別会計決算説明資料をごらんいただき

たいと思います。

昨年、本町は合併いたしましてから１０周年を迎え、記念式典を初め、多くの記念事

業を町民の皆様と一緒になって実施いたしました。特に記念式典には多数の方に御臨席

いただき、１０年の歩みへの感謝と、これからのまちづくりへの新たな出発に向け、盛

大に祝うことができ、次につながる新しいまちづくりへの第一歩を踏み出しました。

さて、平成２７年度の我が国の経済は、大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投

資を喚起する成長戦略の三本の矢から成る経済政策を一体的に推進することによって、

デフレ脱却、経済再生と財政健全化の双方を進め、経済の好循環は着実に回り始め、そ

の中で景気は緩やかな回復基調が続いています。

現在、各地方公共団体では、内閣の最重要課題である地方創生に向けて全力で取り組

んでおり、神河町でも平成２７年１０月に神河町地域創生総合戦略、神河町人口ビジョ

ンを策定し、着実に地域創生に向けて出発したところです。

また、高度成長期に整備された各種公共施設も一斉に更新時期を迎えようとしており、

更新費用が多額になることから、各地方公共団体に対し、公共施設等総合管理計画の策

定を要請し、神河町でもその計画策定に取り組みました。

さて、国民生活を支える社会保障と税の仕組みとして、マイナンバー制度の導入が始

まり、平成２７年１０月から全国民に個人番号、全法人に法人番号が通知され、平成２

８年１月からマイナンバーの利用開始とともに、申請者への個人番号カードの交付が始

まり、平成２９年１月からは実際の運用が開始されることになりました。

続きまして、神河町の財政状況でございまして、昨年度に引き続き合併特例債を活用

したまちづくり基金を積み立てたこと、そして地域創生１年目の関連経費などで、普通

会計歳出総額が９０億７７２万０００円となり、昨年度より１億６５５万０００

円の増額となりました。

歳入歳出差し引き額は１億４３０万０００円で、そのうち３８７万０００円を

平成２８年度へ繰り越すべき財源としましたので、実質収支額は１億０４３万円とな

りました。
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財政の弾力性を示す経常収支比率は、人件費や補助費等の比率が上昇したため、９

０％となり、昨年度と比較しまして １ポイント悪化しました。

財政の健全化判断比率である実質公債費比率は、平成２７年度までの３カ年の平均は

１ ６％となり、昨年度と比較して ５ポイント改善しました。

また、将来負担比率も３ ６％となり、昨年度と比較して １ポイント改善しました。

特別交付税につきましては、当初予算額よりも２億０００円多い５億６５０万

０００円の交付を受けることができました。

これらの財源をもとに、一般会計の財政調整基金へ１億２１８万０００円の積み

立てを行い、年度末残高は１９億０５５万０００円となりました。

平成２６年度において公債費負担適正化計画のとおり実質公債費比率１８％未満が達

成され、さらに平成２７年度でも改善しており、町財政は着実に改善してきました。

しかし、今後の人口減少や平成２８年度以降の普通交付税一本算定により一般財源が

減少していく中では、全ての事業を実施することは非常に困難な財政状況になってきて

おります。また、町税、普通交付税等の一般財源が減少する一方で、歳出面では、人件

費等の義務的経費や特別会計、企業会計、一部事務組合への繰出金、負担金などの増加

により収支不足は拡大傾向にあり、財政構造が硬直化しつつある中、歳入増に向けた取

り組みを進めるほか、国等の動向に十分に留意しながら、財源を見込んだ上で身の丈に

合った歳出規模としなければなりません。

また、人件費を含めたトータルコストにより、事務事業での行政サービスを再点検⋞

検証し、スクラップ⋞アンド⋞ビルドを基本とした既存の事務事業の廃止⋞見直し等を

行い、歳出全般にわたって、さらなる節減合理化と削減を推し進め、地域創生などの新

たな事業への転換による重点化に対応するため、既存の事業費の振りかえなどを行いな

がら財源の確保に努めなければなりません。

そのためには、今後の財政収支を見通す中で、財政運営の基本となる方向性や目標を

定めた第２次神河町行財政改革大綱に取り組みながら、財政基盤の強化と持続可能な行

財政運営を行っていかなければならないと考えております。

普通会計の決算数値の前年度比較は、２ページのとおりでございます。

次に、普通会計決算の概要について記載をしておりますが、説明を省略させていただ

きまして、４ページ下ほどをお願いしたいと思います。

では、これより一般会計の主な支出や重要施策の状況について目的別に説明します。

町議会においては、議員１２名により３つの常任委員会が構成されるとともに、定例

会４回、臨時会２回が開催され、適切な議会運営が行われました。

総務費の一般管理費は、総合行政用コンピューターの使用料に６３８万０００円、

平成２８年１月から運用開始された個人番号に係る社会保障⋞税番号システム整備を含

めたシステム改修委託料に９９２万０００円、そして神河町誕生１０周年記念事業

として記念式典、町勢要覧作成、高原ハーフマラソンの経費に５１７万０００円を
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支出しました。また、ふるさと納税につきましては、インターネット上で提供されてい

る一括代行サービスを平成２７年１０月１日から利用したことにより１００万円の寄

附金があり、その代行手数料や返礼品等の経費に７２４万０００円を支出しました。

財産管理費は、公用車の更新に５１１万０００円を支出し、基金への積立金として

財政調整基金に１億２１８万０００円、ふるさとづくり応援寄附金を財源として同

基金に１００万円、合併特例債を活用したまちづくり基金に５億１１２万０００

円を積み立てました。また、今後の公共施設等の維持管理につきましては、神河町行財

政改革推進委員会において施設ごとの方向性について審議していただき、神河町公共施

設等総合管理計画として策定しました。

交通対策費は、住民の貴重な足となっているコミュニティーバスの運行経費は２７

０万０００円で、バス利用者は延べ２２万５６６人で、昨年度より ７％減少しま

した。また、交通安全施設整備事業として各区からの要望１０件を含めて、８０８万

０００円の工事を行いました。

企画費は、かんざき太鼓「桜鼓衆」の太鼓の購入に対し、コミュニティー助成金とし

て２５０万円、一般財団法人環境イノベーション情報機構が実施する防災拠点等再生可

能エネルギー導入事業補助金を活用した越知区と栗区の公民館への太陽光発電設備等の

導入事業費２７０万０００円を支出しました。また、地域創生事業は、国の地域住

民生活等緊急支援交付金を活用し、神河町地域創生総合戦略、神河町人口ビジョンの策

定、そして地域消費喚起としてプレミアムつき商品券等の販売金額の増額や新規起業、

移住促進のための施策展開に１７４万０００円を支出しました。

新たに地域おこし協力隊１名、集落支援員１名を配置し、地域の課題等への取り組み

を行いました。

ＣＡＴＶ事業では、今後の管理運営について、その方向性を協議⋞検討し、公設民営

方式の結論を得、それを基本に進めていくこととしました。

選挙費は、４月１２日執行の兵庫県議会議員選挙費用は５２９万円で適正に執行され

ました。なお、各財産区議会議員選挙は無投票となりました。

統計調査費は、５年毎に実施される国勢調査について１０月１日を基準日として実施

し、その経費として４１４万０００円を支出しました。

民生費の社会福祉費は、特別会計への繰出金として国民健康保険事業特別会計に７

７４万０００円、介護保険事業特別会計に２億３５２万０００円、そして社会福祉

協議会へ運営補助金として５６７万０００円を支出しました。

老人福祉費は、人生８０年いきいき住宅助成事業として、住みなれた自宅で安心して

生活ができるようにするための改造等に１１件、４４４万０００円を支出しました。

心身障害者福祉費は、障害者及び障害児の介護給付費等の扶助費として２億２４３

万０００円を支出しました。

医療助成費は、少子化対策である中学３年までの乳幼児等医療費の無料化を含み、老
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人、重度障害者、母子家庭等、高齢重度の障害者及び精神障害者の方に対し、合わせて

５１５万０００円の助成を行いました。

後期高齢者医療費は、広域連合への療養給付費負担金１億８９２万０００円及び

特別会計への繰出金７７２万円を支出しました。

児童福祉費は、児童手当１億０４６万円、そして保育所運営委託料１億９８２万

０００円を支出しました。

衛生費の保健衛生費は、公営企業である病院事業会計へ補助金４億０００万円と出

資金１億円、水道事業会計へ補助金０４６万０００円、また介護療育支援事業とし

てケアステーションかんざきへの運営繰出金０５２万０００円を支出しました。

公立神崎総合病院の北館改築事業については、地域になくてはならない病院であると

いう基本に立ち、病院と行政の構成による公立神崎総合病院北館改築委員会を設置し、

地域の中核病院として必要な診療機能、療養環境の向上、効率的な病院運営、魅力ある

病院を目指し、検討会を重ね、公立神崎総合病院北館改築基本構想⋞基本計画を策定し

ました。

健康づくり対策費は２３９万０００円で、健診事業については特定基本健診を初

め、各種がん検診、婦人健診、そして節目対象者には無料クーポン券の配布などの取り

組みを行い、多くの住民のがんや特定疾病の早期発見、治療に役立て、住民の健康維持、

増進を図りました。また、妊婦健康診査は、健診委託料と助成金は合わせて５２１万

０００円で、１１１人が受診されました。

環境衛生費は、神崎郡北部火葬場の運営負担金７３２万０００円を支出しました。

清掃費は、中播北部クリーンセンターの運営負担金３億７５２万０００円、中播

衛生センターの運営負担金２２３万０００円、そして公営企業である下水道事業会

計の運営経費として４億円を補助しました。

農林水産業費の農業総務費は、中播農業共済事務組合へ９１１万０００円を支出し

ました。

農業振興費は、多面的機能支払交付金事業として地域ぐるみでの農地維持の活動に対

する活動支援に８０１万０００円、人⋞農地問題解決推進事業として法人化への経

営転換や農地集積機構への貸し付けなどへの協力金１億２５２万０００円を支出し

ました。また、シカ捕獲専任班支援事業、シカ緊急捕獲拡大事業、猿監視員事業等の取

り組みにより、鹿を４０６頭、猿を１６頭、イノシシ４１頭を捕獲処分しました。

農地費の町単独土地改良事業補助金は、区要望１１件、４１９万０００円を支出し

ました。

地籍調査費は２億７１５万０００円で、計画のとおり順調に進んでおり、２７年度

は主に県の委託事業として平地部の再調査は川上、栗、渕地区及び山林調査は作畑、新

田、越知、川上、大山の５地区において実施しました。

林業総務費は、広域基幹林道千ケ峰⋞三国岳線、延長３２３メートルの工事費負担金
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として６３２万０００円を支出しました。

林業振興費は、森林機能の強化と間伐促進として、森林整備地域活動支援交付金事業、

森林管理１００％推進事業、県民緑税を活用した緊急防災林整備事業は８カ所、４０ヘ

クタール、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備事業は川上で ９ヘクタール、そして粟賀

町地区での住民参画型森林整備事業の取り組みを行いました。また、町単独の間伐材の

搬出に対する補助事業では、補助金７９６万円、そして新たに県の補助対象とならない

裏山防災工事に対する治山治水補助事業では８区に９７０万０００円を補助しました。

県単独補助治山事業では、宮野区の裏山防災工事に５８５万０００円を支出しました。

水産業費は、町内３つの漁業組合の運営のために６２５万円を補助しました。

商工費の商工振興費は、町商工会へ０６０万円の補助金、そして雇用対策では県補

助金の地域人づくり事業を活用し、観光協会、ホテルモンテ⋞ローザ、峰山高原ホテル

リラクシアにそれぞれ１人ずつ３人の雇用を行いました。

観光施設の管理事業は、わくわく公園、ホテルモンテ⋞ローザ、観光交流センター、

農村環境改善センター、グリーンエコー笠形体育施設の指定管理料に６２５万００

０円、そして各施設の修繕料は８６８万円、工事費はヨーデルの森浄化槽維持修繕工事

等により５８６万０００円を支出しました。

そして、今後の観光施設の維持管理方針を策定する施設保全活用整備計画について２

７年度分として８１０万円で委託しました。

観光交流人口１００万人を目標として、昨年度に引き続き、ゆるキャラブランド化や

観光キャンペーンでのＰＲ、そして県と町で実施した大河内高原の冬場の魅力づくりの

ためのリーディングプロジェクトなど、さまざまな施策を積極的に展開したことにより、

入り込み客数は６９万５６２人となり、昨年度と比較して６２％増加しました。

神河町の弱点である冬場の誘客、集客に向け、大河内高原の冬場の魅力づくり、さら

には高原の魅力アップとして、峰山高原スキー場整備を神河町地域創生総合戦略におけ

る企業誘致等の推進並びに重要なハード整備と位置づけ、事業着手に向け、各関係機関

と協議を進めてきた結果、雪彦峰山兵庫県立自然公園計画の変更承認を受けた兵庫県環

境審議会答申、そして辺地対策事業の総合整備計画について県との協議が調いました。

それらの協議に必要な計画策定や調査業務について２９４万０００円で委託しまし

た。本事業は、冬の魅力づくりにとどまらず、夏の集客や希少植物を活用した高原の魅

力アップはもちろんのこと、高原、名水、銀の馬車道エリアをつなぎ、四季を通じた神

河町の魅力を高めるとともに、雇用創出、そして何よりも地域経済の好循環が期待され

ております。

土木費の道路橋梁費は、区要望２６件を含めた道路補修工事費は１０８万０００

円、そして電源立地地域対策交付金による町道寺前停車場線、林線の維持修繕工事に

６２３万円を支出しました。

橋梁の長寿命化修繕事業は、計画策定業務委託、修繕工事等で７６６万０００円
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を支出し、２８年度以降、本格的に修繕工事を順次行っていくこととしております。

町道新設改良は、道整備交付金事業の水走り中河原線は用地購入費等で５４４万０

００円、神崎⋞市川線４９メートル、支線９８メートルの用地購入費、工事費等で８

７２万０００円、町単独道路改良事業は区要望１２件を含めて９２１万０００円

を支出しました。

河川費の河川改修工事は、区要望７件を含めて３７２万０００円、そして河川台

帳の整備に取り組みました。

住宅費は、最重要施策の人口減少対策である子育て世代への支援として、若者世帯向

け家賃補助金では４５件に７７２万０００円、そして新たに住宅を取得する若者世帯

に対する支援補助金を設け、１３件に６００万円を補助しました。また、昨年度に引

き続き若者世帯向け低家賃の中村地域優良賃貸住宅の建設事業に２億７８２万００

０円を支出しました。長谷地域の交流施設として栗区にある旧ＪＡ長谷支店の建物を購

入し、整備を３７８万０００円で行いました。

消防費では、安全⋞安心なまちづくりの強化のための地域の防災、消防の施設整備事

業として、高朝田分団ホース塔新築の工事費３０２万０００円、そして福本、寺前の

消防ポンプ自動車と柏尾、川上の軽四積載車の購入に４３３万０００円を支出しま

した。

また、災害時の緊急放送手段としてのケーブルテレビの告知放送にかわり、無線を利

用した放送設備として、町内全戸を網羅する防災行政無線システム整備に係る調査設計

を４３２万円で実施しました。

教育費の事務局費において、廃校施設である旧粟賀小学校⋞幼稚園の解体撤去工事を

１億２２８万円で行いました。

学校施設の教育環境の改善として、小学校費では、昨年度に引き続き寺前小学校大規

模改造事業の２期工事を２億７２３万０００円で実施しました。

社会教育費は、文化財保存事業では文化遺産を生かした地域活性化事業活動支援金を

含めて６５８万０００円、県補助事業のふるさとづくり推進事業では神河町誕生１０

周年を記念しての「かみかわの歴史文化遺産」の開催、埴の大岩周辺整備、歴史文化基

本構想の調査業務などに８６０万円、そして文化庁の文化芸術振興費補助金を活用して

神河町歴史文化基本構想の策定に４１０万０００円を支出しました。

保健体育費は、神河町誕生１０周年を記念してのＮＨＫラジオ体操会や高原ハーフマラ

ソン大会を中心に、さまざまなスポーツ大会、教室を開催しました。

公民館費は、図書室の図書を中央公民館では４２８冊、神崎公民館では３２８冊を購

入し、充実しました。また、播磨圏域連携中枢都市圏における図書館の相互利用に対応

するためにインターネットにより公民館等の図書を検索するシステムを導入しました。

学校給食については、施設の適正な維持管理に努め、１年を通じて子供たちに安全な

給食を提供しました。また、老朽化した配送車１台を更新しました。
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災害復旧費については、平成２７年７月発生の集中豪雨による災害復旧として、農業

用施設災害復旧費は栗区の用水路の復旧費補助金１８万０００円、林業施設災害復旧

費は単独事業として林道東山田２号線の復旧工事５８万０００円、公共土木施設災害

復旧費は単独事業として町道高坂線の復旧工事ほか５件の８１０万０００円を実施い

たしました。

以上、平成２７年度決算の概要でございます。

なお、詳細につきましては会計管理者から説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） ここで詳細説明を求めます。

会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（山本 哲也君） 会計課の山本でございます。それでは、第８

３号議案、平成２７年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件の内容につきまして、決

算書により御説明をさせていただきます。

一般会計の決算書のほうをごらんいただきたいと思います。まず、決算書の１ページ

から４ページにかけましては歳入の決算書となっています。その歳入合計額が３ページ、

４ページに記載がありますので、ごらんいただきたいと思います。

歳入につきましては、平成２７年度の当初予算額は８７億９４０万円で、その後の

補正によりまして、差し引き５億８１３万０００円の増額と平成２６年度からの繰

り越し財源分が１億４５３万０００円によりまして、最終の予算現額は９３億２

０６万０００円となりました。

これに対しまして歳入の決算額は、調定額が９２億１８１万３８５円、収入済み額

が９１億１０６万２５５円で、予算額に対します歳入の執行率は９ １％となって

おります。不納欠損額が３１１万４５０円で、収入未済額は１億７６３万６８０円

となっています。

次に、決算書の５ページから８ページにかけましては歳出の決算書となっています。

その歳出合計額が７ページ、８ページに記載がございますので、ごらんいただきたいと

思います。

歳出の決算額は、支出済み額８９億４０５万９６１円で、予算額に対します歳出

の執行率は９ ２％でございます。翌年度繰越額が２億４２２万０００円で、不用額

は２億３７８万０３９円となり、歳入歳出差し引き残額は１億７００万２９４

円となっています。

決算実質収支に関します調書につきましては、後ほど説明をさせていただきます。

それでは、９ページ、１０ページからの歳入歳出事項別明細書によりまして、歳入の

主な内容のみになりますけれども、説明をさせていただきます。

まず、歳入の１款町税でございます。収入済み額１９億５９８万１９２円で、歳入

総額の２ ９％、不納欠損額は９２件で３０９万６０５円、収入未済額は７８０万
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７６６円で、徴収率は９ ９％でございます。

１項町民税は、収入済み額４億５４７万７２６円で、不納欠損額は２２件、９７万

００５円、収入未済額は５５３万９９５円で、徴収率は９ ９％でございます。

うち１目個人町民税は徴収率９ ５％、２目法人町民税は徴収率９ ０％でございます。

２項固定資産税は、収入済み額１３億７３０万７１６円で、歳入総額の１ ５％

で、不納欠損額は４２件、１８６万１００円、収入未済額は９８５万６７１円で、

徴収率は９ ２％でございます。うち１目固定資産税は徴収率９ ２％、２目国有資産

等所在市町村交付金及び納付金では、新野県営住宅、生野ダム関連などの土地建物分と

なってございます。

３項軽自動車税は、収入済み額２３１万８００円で、不納欠損額は２８件、２５

万５００円、収入未済額は２４１万１００円で、徴収率は９ ４％でございます。

４項町たばこ税は、収入済み額０４１万１５０円で、徴収率は１００％です。

５項鉱産税は、収入済み額４７万８００円となっております。

２款地方譲与税は、収入済み額８１９万０００円で、歳入総額の ７％となって

います。内訳につきましては、次の１１、１２ページをお願いをいたします。１項地方

揮発油譲与税が０７１万０００円、２項自動車重量譲与税が７４８万０００円

でございます。

３款利子割交付金は、収入済み額３０９万０００円、４款配当割交付金は、収入済

み額９９４万０００円、５款株式等譲渡所得割交付金は、収入済み額９７５万００

０円、６款ゴルフ場利用税交付金は、収入済み額９３４万９５０円でございます。

１３ページ、１４ページをお願いいたします。７款地方消費税交付金は、収入済み額

２億４４２万０００円、８款自動車取得税交付金は、収入済み額８７７万０００

円、９款地方特例交付金は、収入済み額４４５万０００円でございます。内容としま

しては、住宅借入金等特別税額控除減収補填分となってございます。

１０款地方交付税は、収入済み額３２億０７５万０００円で、歳入総額の３ ９

％となっています。内訳としましては、普通交付税が２７億４２５万０００円、特

別交付税としまして５億６５０万０００円でございます。

１１款交通安全対策特別交付金は、収入済み額２７０万０００円でございます。

１５、１６ページをお願いいたします。１２款分担金及び負担金は、収入済み額９

０７万２９６円で、歳入総額の ８％となっています。

１項分担金は、収入済み額４２４万６１８円で、うち１目総務費分担金は８０万

円で、ケーブルテレビの加入金でございます。

２目農林業費分担金は１３０万０６６円で、宮野裏山防災工事県単独補助治山事業

に係ります受益者分担金となっています。

３目土木費分担金は１８５万０３２円で、１節道路橋梁費分担金では、町道峠線

側溝ぶた設置工事ほか町道改良工事に係る受益者分担金でございます。２節住宅建設費
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分担金では、長谷交流施設改修工事に係ります地元分担金となっています。

４目災害復旧費分担金は、林業施設災害復旧事業に係る受益者分担金でございます。

２項負担金は、収入済み額４８２万６７８円で、うち１目民生費負担金は、寺前

保育所、神崎保育園等の運営費負担金などで、１７ページ、１８ページをお願いいたし

ます。

２目衛生費負担金は、中播北部行政事務組合からの職員給与負担分で収入をいたして

おります。

３目農林業費負担金は、中播農業共済事務組合からの職員給与負担分でございます。

１３款使用料及び手数料は、収入済み額２億９９０万７６１円で、収入総額の

５％となっております。

１項使用料は、収入済み額２億１６７万６３１円で、うち１目総務使用料は、過

年度分も含めましてケーブルテレビの利用料が主なもので、不納欠損額は２件、１万８

００円、収入未済額の２１２万５００円もケーブルテレビ利用料分でございます。

２目衛生使用料は、過年度も含めまして合併処理浄化槽の保守管理受託分、不納欠損

額は１件で０４５円、収入未済額は２９万８２５円でございます。

３目土木使用料では、１節住宅使用料は、町営住宅４団地の過年度分も含めました使

用料で、収入未済額は３２万０６０円となっています。２節道路使用料は９１９万

０１５円で、道路占用料でございます。３節町営駐車場使用料は４７８万３４６円で、

寺前駅前２カ所の駐車場使用料でございます。４節法定外公共物使用料は９万５２０

円となっています。

４目教育使用料は４１６万５９０円で、幼稚園の保育料や、次の１９ページ、２

０ページをお願いします。預かり保育料、地域交流センター使用料、学童保育クラブ施

設使用料や町民温水プール使用料などでございます。収入未済額の５万０００円は、

学童保育クラブ施設使用料分でございます。

２項手数料は、収入済み額８２３万１３０円で、うち１目総務手数料は６５７万２

８０円、ケーブルテレビ端末機器設置手数料や税関係諸証明に係ります徴税手数料のほ

かに、戸籍住民基本台帳関係の証明手数料など、収入未済額１万３００円はケーブル

テレビ端末機器設置手数料分でございます。

２目衛生手数料は１３０万２５０円で、し尿くみ取りや畜犬登録関係などに伴いま

す手数料でございます。

３目土木手数料は、屋外広告物許可手数料や建築確認調査手数料などでございます。

２１、２２ページをお願いいたします。１４款国庫支出金は、収入済み額６億０４

９万５６６円で、歳入総額の ４％となっています。

１項国庫負担金は、収入済み額２億４６１万２８９円で、うち１目民生費国庫負担

金は、１節私立保育園運営費で、過年度分も含めた負担金分となってございます。２節

国保基盤安定負担金で０７１万２２５円、３節心身障害者福祉費負担金では、障害者
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自立支援給付費等の国庫負担金となってございます。４節児童手当交付金は１億０１

３万９９８円、５節低所得者保険料軽減負担金は８４万１６０円。

２目衛生費国庫負担金は６万円、３目教育費国庫負担金は４万８９１円で、私立幼

稚園運営費国庫負担金でございます。

２項国庫補助金は、収入済み額３億２６６万４９９円で、うち１目民生費国庫補

助金は５５６万０００円で、地域生活支援事業補助金や、次の２３ページ、２４ペ

ージをお願いいたします。臨時福祉給付金事業費補助金、子育て世帯臨時特例給付金事

業費補助金などでございます。

２目衛生費国庫補助金は９７万０００円で、感染症予防事業補助金、循環型社会形

成推進交付金となっています。

３目土木費国庫補助金は２億８９１万０００円で、１節道路橋梁費補助金６８

３万円で、道整備事業交付金、社会資本整備総合交付金となっています。２節住宅費補

助金は、空き家利活用再生等の社会資本整備総合交付金１億２０８万０００円でご

ざいます。

４目消防費国庫補助金は、該当がございません。

２５、２６ページをお願いいたします。５目教育費国庫補助金は７８８万０００

円で、１節小学校費は３８１万０００円で、主に寺前小学校大規模改造工事第２期

工事に係るものでございます。２節中学校費では１３万円、３節幼稚園費はゼロ円でご

ざいます。４節社会教育費で、歴史文化基本構想策定に係ります補助金で３９３万０

００円となっています。

６目総務費国庫補助金は９３２万４９９円で、社会保障⋞税番号システム整備費

補助金、地域住民生活等緊急支援交付金が主なものでございます。

３項国庫委託金は、収入済み額３２２万７７８円で、うち１目総務費国庫委託金は

１９万０００円で、自衛隊員募集事務や中長期在留者居住地届け出事務委託費などで

ございます。

２目民生費国庫委託金は３０３万７７８円で、国民年金事務委託金が主なものでご

ざいます。

２７、２８ページをお願いいたします。１５款県支出金は、収入済み額６億３７９

万２４２円で、歳入総額の ５％となっています。

１項県負担金は、収入済み額１億４８７万６２７円で、うち１目総務費県負担金

は３５４万６７７円で、移譲事務市町交付金、２目民生費県負担金は、１節保育所運

営費負担金で７６１万４９１円、２節保険基盤安定負担金で３９０万６５６円、

３節心身障害者福祉費負担金は、障害者自立支援給付費等の県負担金で４６０万８

９９円、４節軽減保険料負担金は、後期高齢者医療保険基盤安定負担金で９６９万７

３３円、５節児童手当交付金で５００万１６５円、６節低所得者保険料軽減負担金

で３９万０００円でございます。
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３目衛生費県負担金は２万８７６円、４目教育費県負担金は８万１３０円でござい

ます。

２項県補助金は、収入済み額３億６０９万５２７円で、２９ページ、３０ページを

お願いいたします。１目総務費県補助金は１３４万２００円で、バス対策費補助金、

電源立地地域対策交付金事業補助金、市町振興支援交付金などでございます。

２目民生費県補助金は５９２万９４８円で、１節社会福祉費補助金は、民生児童

委員活用費用など社会福祉事業に対します補助金で５９５万６００円、２節老人福祉

費補助金は、老人クラブに係ります補助金等で２７７万０００円となっています。３

節医療助成費補助金は、福祉医療のそれぞれの医療に対します補助金で６１６万４

４８円、次の３１、３２ページをお願いいたします。４節児童福祉費補助金は１０２

万９００円で、兵庫多子世帯保育料軽減事業補助金及び子育て支援交付金でございま

す。

３目衛生費県補助金は３８６万０００円で、健康増進事業、自殺対策強化や僻地診

療所運営費などの補助金でございます。

４目農林漁業費県補助金は２億３１３万３７９円で、１節農業費補助金は２億５

７５万７５４円でございます。内訳としましては、中山間地域等直接支払い交付金関

係、地籍調査事業補助金、多面的機能支払い交付金、鳥獣被害防止総合対策事業補助金、

経営所得安定対策直接支払い推進事業補助金、人⋞農地問題解決推進事業補助金などが

主なものでございます。２節林業費補助金は７３２万６２５円で、緊急防災林整備事

業補助金、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備事業負担金、県単独補助治山事業補助金な

どでございます。３節水産業費補助金は５万円となっています。

５目商工費県補助金は９１５万０００円で、峰山新宿泊施設起債償還補助金、地

域人づくり事業補助金となってございます。

３３、３４ページをお願いいたします。６目土木費県補助金は１０１万０００円で、

里の空き家活用支援事業補助金などでございます。

７目教育費県補助金は１６５万０００円で、小学校体験活動事業補助金や中学校

のトライやる⋞ウイーク事業補助金、ひょうご放課後子どもプラン推進事業補助金など

でございます。

３項県委託金は、収入済み額１億２８２万０８８円で、うち１目総務費県委託金

は７１５万３７２円でございまして、県民税の徴収委託金、県議会議員選挙に係り

ます委託金、国勢調査を初めとします各種統計調査の委託金となっています。

２目民生費県委託金の５万０００円は、援護事務市町交付金でございます。

３目衛生費県委託金の５００円は猫引き取り事務委託金でございます。

３５、３６ページをお願いいたします。４目商工費県委託金は７２９万０００円で、

砥峰高原自然交流館の管理運営に係ります委託金でございます。

５目土木費県委託金は１８７万２１６円で、河川クリーン作戦事業委託金、県道な
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ど用地取得事務委託金やチェーン脱着場維持管理委託金などが主なものでございます。

６目教育費県委託金は３５万円で、自然環境学習事業委託金でございます。

７目農林業費県委託金は６０９万０００円で、地籍調査事業の委託金、ナラ枯れ

防除事業委託金でございます。

１６款財産収入は、収入済み額３５０万７６６円で、歳入総額の １％となって

います。

１項財産運用収入は、収入済み額１５４万７６６円で、うち１目利子及び配当金

の４６４万１６円は、各基金から生じた利息分でございます。

３７、３８ページをお願いいたします。２目財産貸付収入は６９０万７５０円で、

歯科診療所テナント等貸付収入、駐車場用地貸付収入や町有地貸付収入として医療法人

伯鳳会や西日本ライフなどから収入をいたしております。

なお、川崎住宅跡地貸し付け分で収入未済額５万６００円がございます。

２項財産売り払い収入は、収入済み額１９５万０００円で、１目不動産売り払い収

入１５５万０００円で、町有地や里道、水路などの売り払い収入、２目物品売り払い

収入の４０万円につきましては、峰山除雪車の廃車によります売り払い収入となってい

ます。

１７款寄附金につきましては、収入済み額１００万４４２円で、歳入総額の １％

でございます。うち１目一般寄附金は４４２円で、マックスバリュから有料レジ袋の販

売収益金の寄附金でございます。

２目指定寄附金の１００万円は、神河ふるさとづくり応援寄附金でございます。

１８款繰入金は、収入済み額１億４７２万５５９円で、歳入総額の ９％でござ

います。

１項他会計繰入金は、収入済み額１５２万９３１円で、うち１目介護療育支援事

業特別会計繰り入れは、建設償還金の負担分でございます。

２目国民健康保険事業特別会計繰り入れは、特定保健指導事業分でございます。

３９、４０ページをお願いいたします。３目介護保険事業特別会計繰り入れは、郡認

定審査会に係ります人件費や光熱水費、通信費などでございます。

４目土地開発事業特別会計繰り入れは、しんこうタウン２区画分の売却に伴います収

入分の繰り入れでございます。

５目地区振興基金特別会計繰り入れは、寺前及び長谷漁業組合への補助金分として繰

り入れを行っております。

２項基金繰入金は、収入済み額１億３１２万８９６円で、うち１目公共施設維持

管理基金繰入金では４４０万、２目用品調達基金繰入金では３０万円、３目環境保全

基金繰入金では４５万８９９円。

次の４１、４２ページをお願いいたします。４目大河内水力発電所対策基金繰入金で

は５０万９８４円、５目神河ふるさとづくり応援基金繰入金では７０万円、６目財政
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調整基金繰入金では１億６１７万０１３円、７目福祉基金繰入金では６０万円をそ

れぞれ各基金の目的によりまして取り崩しの上、繰り入れを行っております。

３項財産区繰入金は、収入済み額６万７３２円で、各財産区から財産区議会議員選

挙の執行経費分を繰り入れいたしております。

１９款繰越金は、収入済み額１億５６１万２４２円で、平成２６年度からの繰り越

し財源充当額７４５万０００円を含んでの繰越金で、歳入総額の ９％でございま

す。

２０款諸収入は、収入済み額２億８１７万２３９円で、歳入総額の ４％でござ

います。

１項町預金利子は、収入済み額３３万３２１円、これにつきましては、一時預金に

係ります利息となってございます。

４３、４４ページをお願いいたします。２項延滞金加算金及び過料は、収入済み額１

３２万５１１円で、町税の延滞金でございます。

３項貸付金元利収入は、収入済み額１５５万３２１円で、住宅改修⋞新築等に係る資

金の貸し付け事業分で、収入未済額は過年度も含めまして５８６万６８円となってお

ります。

４項受託事業収入は、収入済み額８０万７８５円で、県道などの草刈り、草処分に係

る県土木事務所からの環境整備受託事業収入となっております。

５項雑入は、収入済み額２億４１７万３０１円で、うち１目診療収入は４１３万

５２９円で、上小田⋞川上各診療所の診療報酬で、国保連合会などからの受入金とな

っています。

２目雑入は２億００３万７７２円で、１節新市町村振興交付金は１５９万１

７８円で、宝くじ市町交付金でございます。３節集団健診実費徴収金は２２４万８５

０円、４節環境対策育林事業受入金は、兵庫みどり公社からの推進事業受入金で１６９

万１３０円、４５、４６ページをお願いいたします。５節消防団員退職報償金等受入

金は、消防団員の退団に係ります退職報償金３０９万８３６円などでございます。

６節一般公演鑑賞料は７５万３００円で、かみかわ寄席など公民館での自主公演のチ

ケット販売収入でございます。７節給食事業収入は、原材料代分の徴収金２１２万

１５３円で、収入未済額は過年度分も含めまして１０９万５６１円でございます。８

節起債償還受入金は７８９万１２８円で、グリーンエコー笠形活性化事業分と神崎フー

ドから炊飯設備更新に係ります償還補填分でございます。９節雑入は１億９１２万

１９７円で、１００万円以上の主なものとしましては、福祉医療高額療養費給付調整金

２２１万２０５円、後期高齢者医療広域連合健診補助金１６９万０００円、町有自

動車損害保険受入金４５４万５８５円、山村留学事業の参加費９８２万０００円。

４７、４８ページをお願いいたします。グリーンエコー笠形浄化槽維持管理負担金３

１５万０００円、町有建物共済金受入金２０３万９６０円、文化遺産を生かした観光
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振興⋞地域活性化事業返済金５０９万０７６円、かんざき太鼓の太鼓等購入に伴いま

すコミュニティー助成事業助成金２５０万円、高原マラソン⋞ウオーキング大会実施に

伴いますスポーツ振興助成金６３８万０００円、県市町村振興協会より給食配送車購

入に係ります社会貢献広報事業交付金４１０万円、後期高齢者医療広域連合療養給付費

負担金精算金としまして７９５万１０２円、かみかわ銀の馬車道まちづくり協議会支

援金で４７５万円、防災拠点等再生可能エネルギー導入補助金で１７０万０００円。

次の４９、５０ページをお願いいたします。市町支援事業交付金で７０２万２０７

円などでございます。

２１款町債は、収入済み額１３億７３５万０００円で、歳入総額の１ ９％とな

っています。

１項町債、１目臨時財政対策債は３億９６５万０００円で、町税収等の減少に係

るものでございます。

２目総務債は５億２９０万円で、合併造成基金事業に係るものでございます。

３目農林漁業債は９９０万円で、広域基幹林道開設事業、農業施設整備事業に係るも

のでございます。

４目土木債は２億９４０万円で、１節道路橋梁債は３５０万円で、神崎⋞市川線、

水走り中河原線と繰り越し分の神崎⋞市川支線の道路整備事業債、橋梁整備事業債では、

橋梁長寿命化事業分となっています。２節住宅債は１億７３０万円で、地域優良賃貸

住宅事業⋞中村団地整備分でございます。３節河川費債は８６０万円で、防災情報発信

基盤整備事業分となっています。

５目消防債３１０万円は、消防施設整備、消防救急デジタル無線整備、消防車両整

備、防災行政無線システム整備分となっています。

５１、５２ページをお願いいたします。６目教育債は１億４５０万円で、寺前小学

校施設整備事業に係るものでございます。

７目災害復旧事業債は７９０万円で、林業施設、公共土木施設の災害復旧に係るもの

となっております。

起債現在高の状況につきましては、説明資料の８１ページに記載がございますので、

後ほど御確認をいただければと思っております。

以上、大変かいつまんだ説明になりましたけれども、歳入についての説明を終わらせ

ていただきます。

○議長（安部 重助君） ここで、説明の途中ですが、暫時休憩いたします。再開を１０

時２５分といたします。

午前１０時０５分休憩

午前１０時２５分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。
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それでは、引き続き会計管理者の説明を受けます。

会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（山本 哲也君） 会計課、山本でございます。それでは、歳出

の説明になるわけでございますけれども、先ほど歳入の説明の中で１カ所訂正がござい

ますので、お願いをしたいと思います。

決算書の４９、５０ページをお願いいたします。２１款町債の４目土木債、その中の

３節河川債の説明の中で、８６０万の内容を防災情報発信基盤整備事業分と説明いたし

ましたけれども、正しくは中茶屋川護岸整備事業に係る分ということでございますので、

訂正をさせていただきます。よろしくお願いをいたします。

それでは、歳入の説明に引き続きまして、歳出関係の説明をさせていただきます。歳

入に引き続きまして、主な内容のみの説明となりますけれども、よろしくお願いをいた

します。

決算書の５３、５４ページをお願いをしたいと思います。まず、１款議会費でござい

ます。支出済み額８３２万５３７円で、歳出総額の １％となっています。決算の

説明資料につきましては１６ページからになります。

１項１目議会費は、議員報酬及び議会事務局職員３名の人件費や議会だよりの印刷費、

各種負担金など議会運営に係ります経費を支出いたしました。

２款総務費は、支出済み額１８億９６７万１５７円で、歳出総額の２ ８％とな

っています。説明資料は１６ページから２９ページでございます。

次の５５、５６ページをお願いいたします。１項総務管理費は１７億９４５万４

８２円でございます。うち１目一般管理費は、特別職２名及び一般職員１８名の人件費

や合併１０周年記念式典の経費、区長、各区への行政事務協力謝金等をお支払いをいた

しております。

５７、５８ページをお願いいたします。このページにつきましては、コンピューター

保守点検などに伴う委託料やコンピューター使用料が主な支出内容となっております。

次の５９、６０ページをお願いいたします。この一般管理費の中では、地方バス路線

の維持確保のための公共交通維持確保対策補助金などの一般的な事務的経費や１名の医

学生に対しまして医師奨学資金貸与金、神戸大学への寄附口座への寄附金などを支出い

たしております。また、地方公共団体情報セキュリティー強化対策事業関連で５１０

万円を２８年度へ繰り越しいたしております。

２目文書管理費は、町の広報紙の印刷費や広報配布委託料、条例等整備支援業務委託

料、文書管理業務委託料、例規システム使用料などを支出しております。

３目会計管理費につきましては、次の６１、６２ページをお願いいたします。会計課

職員４名の人件費が主なものでございます。各種振り込み手数料や指定金融機関への取

扱手数料７０万円などを支出しております。

４目財産管理費は、役場本庁舎や神崎支庁舎など維持管理経費が主なものとなってお
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りまして、役務費では公有建物と町有自動車の保険料、委託料では清掃維持管理委託料、

次の６３、６４ページをお願いいたします。宿日直業務等委託料やマイクロバス運行管

理委託、公共施設等総合管理計画策定委託料、備品購入費では公用車両の購入費、補償、

補填及び賠償金では、公用車事故に伴います賠償金を支出しております。積立金では、

財政調整基金、神河ふるさとづくり応援基金、公共施設維持管理基金、まちづくり基金

にそれぞれ基金の目的によりまして積み立てをいたしております。

５目交通対策費は、コミュニティーバス運行に係る委託料や、次の６５、６６ページ

をお願いいたします。工事請負費では、ガードパイプやカーブミラーなどの交通安全施

設整備工事、負担金補助で路線バスコミュニティー料金化事業負担金などを支出してお

ります。

６目企画費は、職員５名の人件費が主となっておりまして、次の６７、６８ページを

お願いいたします。委託料では、観光プロデュース委託料を初めとしまして、まち⋞ひ

と⋞しごと創生総合戦略等基盤調査業務委託料、男女共同参画計画策定委託料、観光施

設無料公衆無線ＬＡＮ設置委託料などを支出しております。

６９、７０ページをお願いいたします。工事請負費では、防災拠点等再生可能エネル

ギー導入工事、負担金補助では、まちづくり活動補助金、コミュニティー助成金、プレ

ミアム商品券発行事業補助金、神河ふるさと旅行券等発行事業補助金、創業促進事業補

助金、空き家お片づけ支援事業補助金などを支出いたしまして、繰出金では、寺前地区

振興基金特別会計へ０００万円を支出しております。また、地方創生過疎化交付金事

業で０４７万０００円を平成２８年度へ繰り越ししております。

７１、７２ページをお願いいたします。７目ＣＡＴＶ管理運営費は、職員４名の人件

費や嘱託⋞臨時職員の賃金、需用費では、電気代やケーブル幹線移設などの修繕料、委

託料では、施設や各機器の保守管理委託料や番組制作委託料、同時録画システム整備委

託料などを、次の７３、７４ページをお願いいたします。使用料及び賃借料では、イン

ターネット回線使用料、ケーブルテレビ端末機器リース料、自主放送自動送出装置リー

ス料など支出しております。工事請負費では、新規加入に伴います引き込み工事費、備

品購入費では、カメラやハードディスク等の備品やケーブルモデム等、加入者対応機器

を購入いたしております。積立金では、ケーブルテレビネットワーク維持基金積み立て

として積み立てを行っております。また、県道改良工事に伴います支障ケーブル布設が

え事業で１３４万０００円を平成２８年度へ繰り越ししております。

８目諸費は、主なものでは、町税の過誤還付金や過年度の国県補助金、負担金等の返

還金などになっております。

９目総合推進費は、行財政改革推進委員会に係るもので、委員会委員報酬や費用弁償

が主なものでございます。

７５、７６ページをお願いいたします。１０目消費者行政費は、消費者行政に係るも

ので、郡消費生活相談中核センターへの負担金が主なものでございます。
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２項徴税費は９５３万５９０円で、うち１目税務総務費は、職員５名の人件費や

臨時職員の賃金、土地評価総合計画等業務委託料、固定資産税基礎図面等整備業務委託

料、標準値鑑定評価業務委託、次の７７、７８ページをお願いいたします。原動機つき

自転車オリジナルナンバー作成委託料などが主なものでございます。

２目賦課徴収費は、家屋調査員の謝礼や賦課徴収に係る納付書等の印刷代、徴収指導

⋞相談業務委託料や兵庫県電子自治体推進協議会負担金などを支出しております。

３項戸籍住民基本台帳費は２２９万９３４円で、職員１名分の人件費、次の７９、

８０ページをお願いいたします。住基カード発行委託料１１件分、個人番号カード交付

事業事務交付金など戸籍事務に要した事務経費となっております。

４項選挙費は３３３万８４７円で、うち１目選挙管理委員会費は、選挙管理委員

会委員報酬や職員１名の人件費と選挙経常事務に要した事務経費となっております。

２目の県議会議員選挙費は、平成２７年４月１２日に執行しました兵庫県議会議員選

挙に係る事務経費となっております。

８１、８２ページをお願いいたします。３目越知谷財産区議会議員選挙費、４目粟賀

財産区議会議員選挙費、次の８３、８４ページをお願いいたします。５目大山財産区議

会議員選挙費、６目寺前財産区議会議員選挙費、７目長谷財産区議会議員選挙費につき

ましては、それぞれの財産区議会議員の任期満了に伴います選挙執行経費となっており

まして、いずれも無投票ということになってございます。

５項統計調査費は４３４万９６４円で、毎月、人口統計や、次の８５、８６ページ

をお願いいたします。工業統計、教育統計、経済センサス、農林業センサス、国勢調査、

それから８７、８８ページをお願いいたします。商業統計の調査に要した経費となって

おります。

６項監査委員費は７０万３４０円で、監査委員報酬、費用弁償などとなっておりま

して、行政事務全般につきまして監査業務や決算審査に要しました経費ということでご

ざいます。

３款民生費は、支出済み額１２億１５１万１０４円で、歳出総額の１ ９％とな

っています。説明資料は２９ページから３８ページでございます。

１項社会福祉費は８億６３１万５７０円で、うち１目社会福祉総務費は、職員３

名の人件費となっております。

次の８９、９０ページをお願いします。民生児童委員の費用弁償、負担金補助では、

防犯協会などへの負担金や補助金、町社会福祉協議会の補助金や戦没者追悼式の負担金、

臨時福祉給付金給付事業補助金が主なものとなっています。扶助費では、住宅改修費助

成金を支出しています。

９１、９２ページをお願いいたします。繰出金では、国民健康保険事業特別会計、介

護保険事業特別会計へそれぞれ繰り出しをしております。また、臨時福祉給付金等寄附

事業で９３９万円を平成２８年度へ繰り越ししております。
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２目老人福祉費は、ミニデイサービスの運営や高齢者生活支援ハウス運営に係る委託

料、負担金補助におきまして老人クラブ関係への活動補助金や広域協シルバー人材セン

ター関係への負担金など、扶助費では、在宅老人介護用品購入や要援護者タクシー運賃

助成などに支出しています。

９３、９４ページをお願いいたします。３目心身障害者福祉費は、神崎郡障害認定審

査会委員報酬や、委託料では相談支援委託料、負担金補助では中播福祉会への負担金、

いちかわ園の小規模作業所への運営補助金などを、扶助費では、障害者等自立支援に係

る居宅介護、生活介護などの介護給付費や入所、通所などに支出をしております。

９５、９６ページをお願いいたします。４目医療助成費は、郡医師会への協力金や医

療事務処理費等の委託料やシステム改修委託料など、扶助費で重度心身障害者や乳幼児

母子家庭、高齢重度心身障害者などの医療費が主な支出となっております。

９７、９８ページをお願いいたします。５目、国民年金事務費は、職員１名の人件費

と国民年金事務に要した事務費となっております。

６目民主化推進費は、人権活動事業補助金、圃場整備事業に伴います農林漁業公庫資

金償還金補助金などを支出しております。

７目後期高齢者医療費では、被保険者に対する療養給付費負担金や、次の９９、１０

０ページをお願いいたします。後期高齢者医療特別会計への繰出金が主なものとなって

います。

２項児童福祉費は３億５２０万５３４円でございまして、うち１目児童福祉総務

費は、負担金補助では子供会連絡協議会や婦人共励会などへの補助金、子育て世帯臨時

特例給付金給付事業補助金、扶助費では、子どもを健やかに生み育てる支援金９件分な

どを支出しております。

２目児童措置費では、次の１０１、１０２ページをお願いします。扶助費で児童手当

関係の支出となっております。

３目の保育所費は、神崎保育園や寺前保育所などの私立⋞公立保育所運営費委託料、

負担金補助では、一時預かり事業と延長保育促進事業補助金などを支出しています。

３項災害援助費の支出はございません。

４款衛生費は、支出済み額１７億５５６万１０２円で、歳出総額の１ １％でござ

います。説明資料は３８ページから４５ページとなっております。

１項保健衛生費は７億６１２万１６１円で、うち１目保健衛生総務費は、職員８

名の人件費や嘱託⋞臨時職員の賃金、次の１０３、１０４ページをお願いいたします。

負担金補助では、公立神崎総合病院事業会計や水道事業会計への補助金を支払っており

ます。投資及び出資金では、同じく病院事業会計へ出資を行っております。繰出金では、

介護療育支援事業特別会計へ繰り出しを行っています。

２目健康づくり対策費は、予防接種事業に係ります医師等の賃金や医薬材料費、次の

１０５、１０６ページをお願いいたします。委託料で個別接種委託や健康づくり対策と
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しての各種検診事業や健康教育、特定健診、婦人検診などの委託料などを支出しており

ます。

３目母子衛生費では、母子保健事業として乳幼児相談や各種教室などの医師等への賃

金や謝礼、委託料では、１歳６カ月、３歳児健診の検査などを、次の１０７、１０８ペ

ージをお願いいたします。扶助費では、妊婦健診助成金や特定不妊治療助成金などを支

出しております。

４目保健衛生施設管理費は、大河内町保健福祉センターの施設管理に要した経費とな

っております。

５目診療諸費は、川上⋞上小田診療所に係ります診療や診療報酬の委託料と郡の医師

会によります在宅当番医制の負担金などを支出しております。

２項環境衛生費は４８９万１８１円で、うち１目環境衛生費は、職員６名の人件

費と、１０９、１１０ページをお願いいたします。狂犬病予防や畜犬登録の事務費、負

担金補助で中播北部行政事務組合火葬場分の負担金などを支出しております。

２目公害対策費は、町内の河川の水質調査委託料でございます。

３項清掃費は８億４５４万７６０円で、うち１目ごみ処理費は、次の１１１、１

１２ページをお願いいたします。廃棄物の減量化や普及啓発の取り組みを行いまして、

廃棄物処理業務委託料などや、負担金補助では中播北部クリーンセンターへの負担金、

町内２７団体へ資源ごみ回収補助金、生ごみ減量化モデル地区補助金などを支出してお

ります。

２目し尿処理費は、合併処理浄化槽に係ります管理委託料や、負担金補助金では中播

衛生施設事務組合負担金、５基分の合併浄化槽設置補助金、下水道事業会計への補助金

などを支出しております。

５款農林水産業費は、支出済み額６億８１６万６３９円で、歳出総額の ８％とな

っています。説明資料は４５ページから５３ページでございます。

１項農業費は５億１０９万５８７円で、うち１目の農業委員会費は、農業委員の報

酬、事務局職員１名の人件費、次の１１３、１１４ページをお願いいたします。委員会

運営の事務費や農家台帳システムの管理に要しました経費が主なものでございます。

２目農業総務費は、職員５名の人件費と嘱託⋞臨時職員の賃金や、次の１１５、１１

６ページをお願いいたします。農業関係の事務に要しました経費と中播農業共済事務組

合負担金などを支出しています。

３目農業振興費は、報償費で農会長への農政事務協力謝金や、委託料では、猿監視員

委託料、負担金補助では、中山間地域等直接支払い交付金を、次の１１７、１１８ペー

ジをお願いいたします。多面的機能支払い交付金、経営転換協力金、地域集積協力金、

シカ捕獲専任班支援事業補助金などを支出しています。

４目農地費は、水路や農道などの改修工事に１１件の町単独土地改良事業補助金など

を支出しています。
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１１９、１２０ページをお願いいたします。５目農業施設管理費では、水車公園加工

実習施設指定管理料や水車公園のトイレや空調の改修工事費などを支出しています。

６目地籍調査費は、地籍調査事業に係ります経費で、職員１０名の人件費、調査推進

委員への謝礼、次の１２１、１２２ページをお願いします。調査地区の現地測量などの

委託料や調査に関します情報管理システムのリース料が主な支出内容となっております。

７目山村振興対策事業費は、県地域振興対策協議会負担金となっております。

２項林業費は０７７万１３９円で、うち１目林業総務費は、職員１名の人件費、

次の１２３、１２４ページをお願いいたします。県治山林道協会負担金や広域基幹林道

千ケ峰⋞三国岳線工事負担金などを支出しております。

２目林業振興費は、委託料では桜華園保育管理委託料、木工芸センター指定管理料、

工事請負費で各林道の補修工事、県単独補助治山事業工事請負費の宮野裏山防災工事な

ど、負担金補助で環境対策育林事業補助金を、１２５、１２６ページをお願いいたしま

す。県民緑税活用によります緊急防災林整備事業負担金や針葉樹林と広葉樹林の混交林

整備事業負担金、森林整備事業補助金、治山治水工事補助金などを支出しております。

３項水産業費は６３０万９１３円でございまして、越知川漁協、寺前漁協、長谷漁協

の各漁協への補助金が主なものとなっております。

６款商工費は、支出済み額２億９６５万５５３円で、歳出総額の ３％となってい

ます。説明資料は５３ページから５５ページでございます。

１項商工費は２億９６５万５５３円で、うち１目商工振興費は、職員３名の人件費

や、委託料では平成２６年度からの繰り越し事業で地域人づくり事業委託料、負担金補

助では神河町商工会への補助金、次の１２７、１２８ページをお願いします。ハートフ

ル商品券発行に伴います商工会への商業振興事業補助金、寺前駅前商店会アンテナショ

ップ設置補助金などを支出しております。

２目観光振興費は、職員３名の人件費、修繕費では、町内各観光施設に係ります修繕、

役務費では、し尿くみ取り手数料、委託料では、わくわく公園、ホテルモンテ⋞ローザ、

観光交流センター、農村環境改善センター、グリーンエコー笠形体育施設の指定管理料

や、次の１２９、１３０ページをお願いいたします。かみかわ夏まつり事業への委託料、

観光施設保全活用整備計画策定業務委託料、工事請負費では、ヨーデルの森で第２水源

ポンプ及び配管工事と浄化槽維持修繕工事などを行っております。備品購入費では、ヨ

ーデルの森、グリーンエコー笠形、新田ふるさと村などへの備品購入を、また負担金補

助では、神河町観光協会へ補助金などを支出しております。

１３１、１３２ページをお願いいたします。３目大河内高原整備費は、峰山⋞砥峰高

原整備に係る事業費でございまして、委託料で峰山高原附帯施設等の管理委託料、砥峰

高原自然交流館の管理運営及び保守管理委託料、峰山スキー場計画調査業務委託料など

を支出しております。工事請負費では、峰山高原ホテル屋外トイレ改修工事費などを支

出しております。
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７款土木費は、支出済み額７億８５４万３４１円で、歳出総額の ０％となって

います。説明資料は５５ページから６１ページとなっております。

１項土木管理費は１億８９１万５０５円で、うち１目土木総務費は、職員１２名の

人件費や、次の１３３、１３４ページをお願いいたします。委託料で長谷駅、寺前駅及

び新野駅のトイレの清掃委託、寺前駅前駐車場及び寺前駐車場の管理委託料、道路台帳

修正委託料などが主なものでございます。

１３５、１３６ページをお願いいたします。２項道路橋梁費は２億７４３万０９

７円で、うち１目道路橋梁維持費は、道路照明の電気代、町道の除草作業委託や道路除

雪委託及びチェーン脱着場の管理委託料を支払っております。工事請負費では、町道寺

野⋞貝野線や茶ノ木原線などの維持修繕費や高町線などの舗装修繕工事費、電源立地地

域対策事業で町道寺前停車場線と林線の維持修繕費などを支出しております。

２目道路橋梁新設改良費は、橋梁修繕計画委託料、工事請負費で平成２６年度からの

繰り越し分も含めて、町道福山２号線道路新設工事や神崎⋞市川線道路改良工事など、

公有財産購入費では、神崎⋞市川線道路改良工事、福山２号線道路改良工事及び町道水

走り中河原線に係ります用地購入を行っております。補償、補填及び賠償金では、同じ

く神崎⋞市川線及び福山２号線に係ります立木や支障物件の補償費を支出しております。

また、社会資本整備総合交付金事業⋞橋梁長寿命化修繕工事で４６９万０００円を

平成２８年度へ繰り越しいたしております。

３項河川費は２８０万８２４円で、次の１３７、１３８ページをお願いします。

１目河川費は、委託料で防災気象情報提供業務委託、河川台帳修正委託料や、工事請負

費では慈増寺川、中茶屋川、東山谷川、センタンノ木谷川の改修工事などを実施してお

ります。

４項都市計画費は７５１万４６０円で、１目都市計画総務費で、かみかわ銀の馬車

道まちづくり協議会への補助金などを支出しております。

５項住宅費は３億１８７万４５５円で、うち１目住宅管理費は、町営住宅４団地

に係ります維持管理経費となっています。

１３９、１４０ページをお願いします。それぞれの団地で退居に伴います修繕や換気

扇や給湯器の取りかえ工事を行っておりまして、負担金補助では、若者世帯向け家賃補

助を４５件、若者世帯住宅取得支援補助金としまして１３件を支出しております。

２目住宅建設費は、委託料では町営住宅⋞中村団地の設計監理委託料、工事請負費で

は、長谷交流施設改修工事や町営住宅⋞中村団地整備工事、負担金補助では、空き家利

活用再生事業で旧上小田小学校の改修事業に支出を行っております。

８款消防費は、支出済み額２億５１３万８４７円で、歳出総額の ９％でござい

ます。説明資料は６２ページ、６３ページとなっております。

１項消防費は２億５１３万８４７円で、うち１目常備消防費は、次の１４１、１４

２ページをお願いします。姫路市消防局への消防事務委託料、負担金補助では、同消防
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局へ消防車両更新負担金などを支出しております。

２目非常備消防費は、本部役員、本部づき団員、分団員への報酬、訓練手当、退職報

償金、負担金補助では、福祉共済制度掛金、公務災害補償掛金や退職報償金掛金などを

支出しております。

１４３ページ、１４４ページをお願いします。３目消防施設費は、各分団ポンプ自動

車の車検や修繕などの維持管理経費や、委託料では、消火栓の新設⋞移設工事委託料、

分団名称変更に伴います自動車の表記変更委託料などを支払っております。工事請負費

では、粟賀町、大山、高朝田分団の各分団のホース塔の修繕や新設などを行っています。

また、消防水利施設整備事業で３２２万円を平成２８年度へ繰り越しいたしておりま

す。

４目災害対策費は、防災行政無線システム設計業務委託や、使用料及び賃借料では、

兵庫防災ネットシステム使用料、備品購入費では、防災備品、備蓄品の購入、各協議会

等への負担金や自主防災組織への補助金などを支出しております。

１４５、１４６ページをお願いします。９款教育費は、支出済み額１１億９５８万

５５５円で、歳出総額の１ ９％でございます。説明資料は６４ページから７８ペー

ジとなっております。

１項教育総務費は２億６０４万４６２円で、うち１目教育委員会費は、教育委員

５名の報酬、費用弁償など一般的事務経費となっております。

２目事務局費は、産業医の報酬、教育長、職員５名の人件費、１４７、１４８ページ

をお願いします。適応教室や情報教育の指導員などの賃金、工事請負費では、旧粟賀小

学校、旧粟賀幼稚園の解体撤去工事などに支出をいたしております。

２項小学校費は３億２７５万２３０円で、うち１目小学校管理費は、小学校４校の学

校医等に係ります報酬、それから職員２名の人件費や嘱託⋞臨時職員の賃金、次の１４

９、１５０ページをお願いします。各種教材などの消耗品や光熱水費等の管理運営費、

次の１５１、１５２ページをお願いします。委託料では、通学バス、校医、眼科医の委

託料など、使用料及び賃借料では、教職員用のパソコン８３台のリース料など、工事請

負費では、長谷小学校トイレの洋式化や越知谷小学校の床塚修繕、備品購入費では、指

導書等教材備品の購入を行っております。負担金補助では、校長会、教頭会の負担金や

日本スポーツ振興センター負担金などを支出しています。

２目小学校教育振興費は、次の１５３、１５４ページをお願いします。全小学校で実

施しました環境体験事業の委託料、毎年実施しております自然学校推進事業への支出、

扶助費で準要保護と特別支援学級児童への援助費を支出しております。

３目小学校建設費は、継続事業として実施しておりました寺前小学校大規模改造工事

に係ります経費で、金庫移設に係ります引っ越し業務委託料、工事の管理委託料、本体

工事費を支出しております。

３項中学校費は２５６万６１５円で、うち１目中学校管理費は、神河中学校の学
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校医等の報酬、職員１名の人件費、部活動の対外試合に伴います選手の派遣引率旅費、

次の１５５、１５６ページをお願いします。消耗品や光熱水費等の管理運営経費、委託

料では通学バス委託料、使用料及び賃借料では、教職員用パソコン３５台や楽器のリー

ス料、それから対外試合などへの自動車借り上げ料を支払っております。備品購入費で

は、体育備品などを購入し、負担金補助では、教育研究参加費、各種大会への生徒派遣

の負担金、進路対策費補助金を支出しております。

１５７、１５８ページをお願いします。２目中学校教育振興費は、外国語指導助手な

どの賃金や町内事業所の協力を得て実施しましたトライやる⋞ウイーク事業の委託料、

扶助費で準要保護と特別支援学級生徒への援助費などを支出しております。

４項幼稚園費は１億８３３万０５８円で、１目幼稚園費は、幼稚園４園の園医や

歯科医の報酬、職員１２名の人件費や、次の１５９、１６０ページをお願いします。嘱

託⋞臨時職員の賃金、消耗品費や光熱水費などの管理運営経費、通園バスの委託料など

を支払っておりまして、負担金補助では、各種負担金や、次の１６１、１６２ページを

お願いします。日本スポーツ振興センター負担金などを支出しております。

５項社会教育費は１億１３８万５２８円で、うち１目社会教育総務費は、社会教

育文化財保護審議委員の報酬、職員２名や県派遣職員の人件費、嘱託⋞臨時職員の賃金、

人権文化創造活動に係ります指導者の報償費、次の１６３、１６４ページをお願いしま

す。委託料では、文化財説明案内制作設置委託料、成人式事業の委託料や文化財展示パ

ネル等制作委託料、景観保護のための樹木伐採委託料、歴史文化基本構想策定委託料、

負担金補助で郡青少年補導センターへの負担金、文化遺産を生かした観光振興⋞地域活

性化事業活動支援金などを支出しております。

１６５、１６６ページをお願いします。２目公民館費は、中央公民館及び神崎公民館

の職員３名の人件費や臨時職員、公民館長などの賃金、高齢者大学の運営や公民館の各

教室などの経費、公民館の光熱水費や施設などの修繕費、委託料では、施設の清掃委託

や施設管理業務の委託、次の１６７、１６８ページをお願いします。公演委託料、それ

から図書検索システム導入委託料などを支払っております。備品購入費では、図書の購

入などを行いまして、負担金補助では、町文化協会などへの補助金を支出しております。

３目社会教育施設運営費は、児童センター及び子育て学習センター事業や地域交流セ

ンター管理運営に係るものでございまして、地域交流センター職員１名の人件費、子育

て事業の嘱託⋞臨時職員の賃金、次の１６９、１７０ページをお願いします。委託料で

は、きらきら館ほか施設の管理委託や長期山村留学庶務委託料などを支出しております。

１７１、１７２ページをお願いします。６項保健体育費は２億８４９万６６２円

で、うち１目保健体育総務費は、保健体育一般事務に係るものでございまして、スポー

ツ推進委員の報酬や神河町誕生１０周年高原ハーフマラソンなど、各種スポーツ大会へ

の委託料、負担金補助では、町体育協会への補助金、青少年健全育成各団体への補助金

などを支出しております。
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２目体育施設管理費は、はにおか運動公園、町民体育館、町民温水プール、神崎体育

センター、すぱーく神崎、町民グラウンド、松ケ瀬グラウンドの体育施設の管理に係る

経費でございまして、嘱託⋞臨時職員の賃金、次の１７３、１７４ページをお願いしま

す。各施設の光熱水費や修繕費、委託料では、施設管理などの委託やスイミングスクー

ルの委託料などを支出しております。

３目学校給食費は、職員４名の人件費と嘱託⋞臨時職員の賃金や学校給食に係ります

経費で、燃料費や光熱水費、調理機器等の修繕費、次の１７５、１７６ページをお願い

します。委託料では、汚水の引き抜き作業の委託料、使用料及び賃借料では、調理機器

等のリース料などを支払っておりまして、次の１７７、１７８ページをお願いします。

工事請負費では、センター施設内部の工事を行いまして、原材料費では、主食、副食、

乳製品関係の購入を、備品購入費では、給食に係ります一般備品のほか、給食配送車１

台を購入いたしております。扶助費では、準要保護や特別支援学級の児童⋞生徒に係り

ます給食の援助費などを支出しております。

１０款公債費は、支出済み額１０億９０２万００６円でございまして、歳出総額

の１ １％となっています。説明資料は７８ページでございます。

うち１目元金は、一般公共事業債や一般単独事業債などの長期債の元利償還金となっ

ています。

２目利子は、一般公共事業債や一般単独事業債の利子償還金や一時借入金の利子とな

ってございます。

１７９、１８０ページをお願いします。３目公債諸費は、起債償還に伴います手数料

でございます。

１１款諸支出金は、科目設定をしておりましたが、執行実績はございません。

１２款予備費は、支出はございませんが、２５０万０００円をそれぞれの科目に充

用いたしております。

１３款災害復旧費は、支出済み額８８７万１２０円で、歳出総額の １％でござい

ます。説明資料は７９ページになっております。

１項農林水産業施設災害復旧費は７７万４０円で、うち１目農業用施設災害復旧費は、

水路改修に伴います農業施設災害復旧工事費１件分でございます。

２目林業施設災害復旧費は、林道の災害復旧に係る工事費１件分でございまして、２

項公共土木施設災害復旧費は８１０万０８０円で、公共土木施設災害復旧に係る工事

費６件分でございます。

１８１ページをお願いいたします。一般会計決算実質収支に関する調書でございます。

歳入総額が９１億１０６万０００円、歳出総額８９億４０５万０００円で、歳

入歳出差し引き額は１億７００万０００円となっております。そのうち翌年度へ繰

り越しすべき財源は３８７万０００円で、実質収支額は１億３１３万０００円と

なっております。
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１８２、１８３ページをお願いいたします。財産に関する調書でございます。財産に

関する調書では、土地の決算年度中の増減は、まず行政財産で、従来普通財産として管

理していました土地のうち新野駅前団地設置に伴いまして、新野２２１番地の１の用地

分１２ ００平方メートルを普通財産から行政財産に変更をしております。また、中

村団地建設に伴いまして、旧神崎町役場跡地隣接の中村１１８番地の２、３２ ３６平

方メートル分の用地を取得しまして、合計２件で４４ ３６平方メートルが増加して

おります。

普通財産では、先ほど説明しました財産区分の変更によりまして、新野駅前団地分の

土地１２ ００平方メートルが減少しております。一方、寺前駅前広場用地として寺

前３１番地の１の土地の寄附を受けたことによりまして、１８ ３８平方メートル増加

しまして、差し引き９４ ６２平方メートルの減少となっています。

建物につきましては、行政財産、公営住宅で新野駅前団地の設置によりまして、木造

で８６ ４７平方メートル増、普通財産その他施設では、旧粟賀小学校及び旧粟賀幼稚

園解体撤去に伴いまして、非木造で旧粟賀小学校分で７１ ５２平方メートル減、旧

粟賀幼稚園分で８５ ３２平方メートル分が減、合計で５７ ８４平方メートルの減

少となっております。

１８４ページをお願いいたします。有価証券及び出資による権利でございます。この

２項目につきましては、決算年度中での増減はございませんでした。

公営企業会計への出資でございます。公立神崎総合病院への出資につきまして、平成

２６年度から実施しております。平成２７年度で２年目となっております。このため、

前年より１億円増加し、２億円の出資残高となっております。

１８５ページをお願いします。債権では、住宅資金等の貸付金で元金の返済によりま

して１２１万０００円が減、医師奨学資金貸与金で２４０万円の増となっておりまし

て、差し引き１１８万０００円の増となっています。

基金では、それぞれの目的によりまして取り崩し及び積み立てをしております。財政

調整基金では６０１万０００円を積み立てまして、１９億０５５万０００円と

なっております。基金合計での決算年度中の増減は、合計で６億２６３万０００円の

増で、年度末現在高は３３億６２４万０００円となっています。

１８６ページをお願いします。物品でございます。物品では、普通乗用車で３台減、

軽四自動車で２台増、マイクロバス「大空号」でございますけれども、これが１台減、

小型動力ポンプつき普通積載車で１台の減、小型動力ポンプつき軽四積載車で１台増、

差し引き２台が減となりまして、合計で９８台ということになっております。

以上で平成２７年度神河町一般会計歳入歳出決算の説明を終わらせていただきたいと

思います。

大変はしょった説明で聞き取りにくかったと思いますけれども、どうぞよろしくお願

いします。以上でございます。
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○議長（安部 重助君） 御苦労さんでした。

以上で第８３号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８４号議案、平成２７年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８４号議案、平成２７年度神河町介護療育支援事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して、議会の認定を求めるものでございます。

神河町介護療育支援事業は、神崎郡３町と姫路市が共同で運営しておりまして、障害

を持つ子どもの療育や家族への直接的支援はもとより、学校や各町保健担当、健康福祉

事務所との連携を通して、障害を持つ子供たちを支えております。

今年度の小児療育延べ利用児数は、就学前児１１０人、就学児８５９人、合計

９６９人、収入済み額７３８万２０１円、支出済み額８３１万３４２円、歳入歳

出差し引き残額は９０６万８５９円であります。

以上が、決算の概要でございます。

詳細につきまして、病院総務課長から説明しますので、よろしく御審議をお願いしま

す。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。それでは、

詳細説明を事項別明細書で説明させていただきますので、５ページ、６ページをお願い

いたします。

１款分担金及び負担金は、市川町、福崎町及び姫路市からの運営費の負担金００７

万０００円でございます。

２款繰入金の１目一般会計繰入金は、神河町の運営負担金で０５２万０００円、

２目老人訪問看護事業特別会計繰入金１００万円は、ケアステーションの事務所を訪問

看護ステーションが利用していることから、訪問看護事業からの事業所の賃貸料として

の負担金でございます。

３款繰越金は、０８２万６４８円です。

次に、４款諸収入、１項事業収入でございますが、１目障害児通園事業収入で０４

４万５２６円、２目障害児相談支援事業収入２８８万５３０円でございます。

次に、２項受託事業収入５３万９０１円は、スタッフを各町の介護予防教室等へ講

師を派遣した事業収入でございます。

３項の利用者負担金は、１割の個人負担分でございます。

４項の雑入では、町有自動車の自損事故の保険料の受け入れなどでございます。
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次に、７ページ、８ページの歳出をごらんください。１款業務費１９２万９３８

円でございます。これにつきましては、人件費が主なものでございます。給料及び職員

手当は、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、ケースワーカーの４名分でございます。

共済費は、その４名の共済費及び嘱託及び臨時職員の社会保険料等でございます。７節

賃金につきましては、嘱託及び臨時職員の保育士各１名と嘱託事務員１名、運転員３名

分で９８５万３４２円でございます。８節報償費は、研修会の講師謝金で１８万円、１

１節需用費では、主に光熱水費及び建物の雨漏りによる外壁の修繕など全体で３６７万

４８６円、１２節役務費は、通話料などで５９万２４２円。次に、８ページから１

０ページの清掃維持管理、エレベーターの保守点検を初めとした委託料が１５２万６

０６円でございます。１０ページの１８節の備品購入費は、事務用パソコン２台の購入

などで１９万５０４円。

３款諸支出金の一般会計繰出金６３８万４０４円は、建設償還金の負担分でござい

ます。

次に、１１ページ、１２ページには、実質収支に関する調書と財産等に関する調書を

おつけしておりますので、御参照いただきたいと思います。

以上でございます。

○議長（安部 重助君） 以上で第８４号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８５号議案、平成２７年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８５号議案、平成２７年度神河町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

それでは、決算の概要を御説明申し上げます。

歳入では、国民健康保険税が２億７９４万円、国庫支出金が２億４１０万００

０円、療養給付費交付金が５９８万０００円、前期高齢者交付金が３億８８５万

０００円、県支出金が７８５万円、共同事業交付金が３億７６１万０００円、

繰入金７７４万０００円、繰越金２５５万０００円などで、歳入合計は１５億

４８６万０００円となっております。

歳出では、総務費が８４９万０００円、保険給付費が８億８８３万０００円、

後期高齢者支援金等が１億８２７万０００円、介護納付金が９５６万０００円、

共同事業拠出金が３億３４９万０００円などで、歳出合計は１５億６０６万０

００円となっており、歳入歳出差し引き額８７９万０００円となり、実質収支額も

同様となっております。

以上が決算の概要でございます。
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詳細につきましては、住民生活課長から御説明しますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。それでは、詳細につ

きまして御説明させていただきます。

決算書の１ページをごらんになってください。歳入の部につきまして、まず構成比の

高い事項を歳入に占める割合と内容を説明します。１款国民健康保険税は、歳入総額の

約１７％を占め、被保険者に納めていただくものでありまして、構成比は、医療給付分

約６１％、後期高齢者支援分約２８％、介護分約１１％となっています。

３款及び６款の国及び県支出金は、国県合算で歳入の約２５％を占め、一般被保険者

に対する措置でありまして、内訳は事項別明細書５ページ以降に記載がありますが、療

養給付費等負担金は、保険者負担額の３２％が交付されます。高額医療費共同事業負担

金は、国県おのおの歳出の共同事業拠出金の４分の１が交付されます。特定健診等負担

金は、４０歳以上７５歳未満の特定健診、保健指導事業費の国県おのおの３分の１が交

付されます。財政調整交付金の普通調整交付金は、財政力が一定水準以下の市町村にそ

の程度に応じ、交付されます。

４款ですが、療養給付費交付金は、国庫負担金の対象外である退職者分の医療に対し、

医療費等経費から退職者分の保険税を控除した額が社会保険支払い基金より交付されま

す。

５款でありますが、前期高齢者交付金は、歳入総額の約２５％を占めます。これは６

５歳以上７５歳未満の加入率と医療費により算出されます。この交付金の額は、当該年

度の概算額から前々年度の概算額と確定額の差額を差し引く方式となっております。

７款でございますが、共同事業交付金は、歳入総額の約１２％を占め、高額医療分で

は、８０万円以上の高額医療費に対し、歳出の共同事業拠出金の２分の１相当が交付さ

れ、保険財政共同安定化分では、８０万円未満の医療費に対し、歳出の同拠出金と同額

が交付されます。

それでは、事項別明細書５ページから収入済み額を中心に主な項目を説明いたします。

１款国民健康保険税の総額は２億７７０万８６２円で、収入未済額が８８５万

２１７円であります。収入額の内訳は、１目一般被保険者分２億４４９万７０３円

で、うち現年分２億３７５万５７８円、滞納分０７３万１２５円で、税の３区

分は備考のとおりでございます。

２目退職被保険者分は３４４万２２９円で、うち現年分２７９万５８８円、

滞納分６４万６４１円で、税の３区分につきましては備考のとおりでございます。

２款使用料及び手数料は７万９００円で、保険税督促手数料です。

３款国庫支出金の総額は２億４１０万５９８円です。内訳は、１項国庫負担金２
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億６０４万５９８円のうち、１目療養給付費等負担金が２億５０２万１１７円、７

ページ、２目高額医療共同事業負担金９４０万４８１円、３目特定健診等負担金１６

１万０００円、２項国庫補助金、１目財政調整交付金が同額の５４１万０００円

です。

４款療養給付費等交付金は５９８万０００円で、現年分のみです。

５款前期高齢者交付金は３億８８５万８０１円です。

６款県支出金の総額は７８５万４８１円です。

９ページに入ります。内訳は、１項県負担金１０５万４８１円のうち、１目高額

医療共同事業負担金９４０万４８１円、２目特定健診等負担金１６４万０００円、

２項県補助金６７９万０００円のうち、１目財政調整交付金５５９万０００円、

２目国保育成指導費補助金１２０万０００円です。

７款共同事業交付金は３億７６１万６２９円で、内訳は高額医療費共同事業交付

金２０５万２７９円、保険財政共同安定化事業交付金３億５５５万３５０円です。

８款財産収入は２３万２３７円で、財政調整基金の利子でございます。

１１ページに入ります。９款繰入金は、一般会計からの繰り入れで７７４万００

７円でございます。内訳は、１節保険基盤安定繰入金で、備考欄の保険税軽減分８０

７万５９円、保険者支援分１４２万４５０円、２節職員給与費等繰入金４１４万

４９８円、３節出産育児一時金繰入金８４万円、４節財政安定化支援事業繰入金は交付

税算入分であり、３２７万０００円であります。

１０款繰越金は、前年度繰越金で２５５万３８５円です。

１１款諸収入は１９０万１４２円で、内訳は１項１目第三者納付金が８万５２３円、

２目返納金１７万２３３円、３目雑入は８１万９３３円で、１３ページ、２項延滞金、

加算金及び過料、１目延滞金８２万４５３円であります。内容につきましては、備考

のとおりです。

以上、歳入合計が１５億４８６万１１２円であります。

続きまして、歳出の部です。決算書の３ページにお戻りをお願いします。最初のほう

にお戻りをお願いします。

まず、構成比の高い事項の内容を説明いたします。２款保険給付費は、歳出総額の約

５９％を占め、１項療養諸費は、国保事業制度の本体をなすもので、一般被保険者、退

職被保険者に分けて運営をしております。

３款後期高齢者支援金等は、歳出総額の約１０％を占め、後期高齢者医療制度の創設

に伴い、平成２０年度から設けられ、厚労省の基礎数値をもとに積算しています。

７款共同事業拠出金は、歳出総額の約２３％を占め、内訳は、２つの目で構成され、

高額医療拠出金は、１件が８０万を超える場合、その一部が補填をされます。保険財政

共同安定化事業拠出金は、１件８０万円未満の医療費が発生した場合の拠出金で、いず

れもいわば再保険の掛金的性格がございます。
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それでは、事項別明細書１５ページから支出済み額の主な項目を説明いたします。１

款総務費の総額は８４９万０８７円です。

１項総務管理費は８１３万６９６円で、節の区分の主なものは、給料、職員手当、

共済費、委託料で、詳細は記載のとおりです。

２項徴税費は３０万３９１円で、内訳は、賦課徴収費、徴税費、運営協議会費でご

ざいます。

１７ページ、２款保険給付費の総額は８億８８３万０５８円です。まず、目欄に

ございます療養給付費と療養費の違いを申し上げます。療養給付費は、通常の診察、処

置、治療、看護の医療行為で、被保険者は医療費の原則３割を支払う方式で、現物支給

と言われています。一方、療養費は、コルセットなどの補装具などで、被保険者が一旦

全額支払いをし、国保連合会の審査の後、適正であれば７割が現金支給されるという方

式でございます。

内訳は、１項療養諸費７億８３２万５１５円、１目一般被保険者療養給付費は、

件数が４万９９９件、７億９４１万２２０円、２目退職被保険者は４１２件で

８４２万３０９円です。

３目一般被保険者の療養費は２８３件、６６３万８１８円、４目退職被保険者等

療養費２４４件、１９６万０３４円、５目審査支払い手数料は、レセプト点検手数料

などで１８７万１３４円です。

２項高額療養費７７１万２１４円で、一般分及び高額介護合算分合わせて４７

８件で３０４万４２６円、退職分５３件、４６７万７８８円です。

４項出産育児諸費は、件数３件で１２６万円、５項葬祭諸費、件数１１件で５５万円、

２１ページに入ります。６項精神結核医療付加金は、７７４件で９８万３２９円です。

３款後期高齢者支援金等は１億８２７万０７４円で、１目後期高齢者支援金は、

厚労省基準により積算したものです。

４款前期高齢者納付金等は１０万６２８円で、これは平成２０年度から創設され、

厚労省の基準により前期高齢者の加入率、医療費から積算した額でございます。

２３ページに入ります。６款介護給付金は９５６万１６０円で、厚労省の基準に

より積算したものです。

７款共同事業拠出金の総額は３億３４９万５１５円で、内訳は、１目高額医療費

拠出金７３８万５７８円、２目保険財政共同安定化事業拠出金３億６１１万９３７

円でございます。

８款保健事業費の総額は７９４万９３７円で、内訳は、１項特定健診等事業費４７

３万５４０円は、４０歳から７５歳未満を対象とした特定健診、保健指導に係る経費

です。

２５ページに入ります。２項保健事業費は３２０万３９７円は、無受診家庭への記

念品や制度啓発パンフ、人間ドック、脳ドックなどに係る経費です。
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１０款諸支出金の総額は７４０万６２５円で、１項１目国保税還付金８２万４０

０円、２節国庫支出金返納金は２５６万３７５円で、詳細は備考に記載のとおりで

ございます。

２７ページに入ります。３目療養給付費交付金返還金３７４万３２３円、４目県支

出金返納金１３万０００円は、２６年度決算で過払いを受けたものを返還するもので

ございます。

２項繰出金は１３万５２７円で、特定健診、保健指導に係る事務経費です。

１１款予備費はゼロです。

以上、歳出合計が１５億６０６万８７６円であります。

なお、２９ページに決算実質収支を記載しております。

２７年度国民健康保険事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審議

をお願いいたします。終わります。

○議長（安部 重助君） 以上で第８５号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８６号議案、平成２７年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８６号議案、平成２７年度神河町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

それでは、決算の概要を御説明申し上げます。

歳入では、後期高齢者医療保険料が１億５８９万０００円、繰入金が７７２万円

などで、歳入合計は１億４７９万０００円となっております。

歳出では、総務費が８１４万０００円、後期高齢者医療広域連合納付金が１億

５３８万円などで、歳出合計は１億３６１万０００円となっており、歳入歳出差し

引き額は１１８万０００円で、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。それでは、詳細につ

きまして説明させていただきます。

決算書の１ページをごらんください。歳入の部につきまして、まず構成比の高い事項

を歳入に占める割合と内容を説明します。１款後期高齢者医療保険料は、歳入総額の約

６４％を占め、被保険者が納めていただくもので、保険料の内訳は、年金から天引きす
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る特別徴収とそれ以外の普通徴収があります。

３款繰入金は、歳入総額の約３５％を占め、一般会計からの繰り入れで、内訳は、人

件費、事務費と広域連合からの提示額分です。この１款、３款で９９％を占めておりま

す。

それでは、事項別明細書の５ページから収入済み額を中心に主な項目を説明いたしま

す。１款後期高齢者医療保険料の総額は１億５８９万０７８円で、収入未済額が１２

７万８３８円、徴収率９ ８％であります。内訳は、１目特別徴収２８４万６７３

円、徴収率は１００％です。

２目普通徴収３０４万４０５円で、徴収率は現年が９５％、過年度が６ ６％と

なっております。

３款繰入金の総額は７７２万３４７円で、１目事務費繰入金８１３万７０２円、

２目保険基盤安定繰入金９５８万６４５円です。

以上等で、歳入合計は１億４７９万３４２円であります。

続きまして、歳出の部に入ります。恐れ入りますが、決算書の３ページにお戻りをお

願いします。１款総務費は、歳出総額の約１１％で、内容は、職員１名の人件費と事務

費でございます。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳出総額の約８９％を占め、徴収した保険料

と歳入の繰入金中の保険基盤安定分を連合会へ納付するものです。

それでは、事項別明細書の９ページから支出済み額の主な項目を説明いたします。１

款総務費の総額は８１４万００２円で、主なものは、２節給料３７６万７００円、

３節職員手当等１６６万７１５円、４節共済費１８０万２５９円、１３節委託料０

３６万６８０円で、これは役場で使用している電算の後期高齢医療システムを更新し

たことによる支出でございます。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は１億５３８万１１２円で、備考欄の保険料等

負担金１億５７９万４６７円は、３月３１日までに徴収した額でありまして、歳入の

保険料と約１０万円の差額がありますが、これは２８年度に納入をします。同じく備考

欄の保険基盤安定制度負担金は９５８万６４５円で、歳入の保険基盤安定繰入金と

同額です。

以上等で、歳出合計は１億３６１万０９３円であります。

なお、１３ページに決算実質収支を記載しております。

２７年度後期高齢者医療事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。終わります。

○議長（安部 重助君） 以上で第８６号議案の提案説明が終わりました。

ここで昼食のため暫時休憩いたします。再開を１３時ちょうどといたします。

午前１１時４４分休憩
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午後 １時００分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

エアコンの調子が悪くて大変暑いですけれども、ひとつ御辛抱願いたいと思います。

それでは、午前中に引き続きまして説明を受けます。

次に、第８７号議案、平成２７年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８７号議案、平成２７年度神河町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、介護保険料として２億３６３万２３１円、分担金及び負担

金は６６３万０００円、使用料及び手数料は１万７００円、国庫支出金は３億９

１２万２３１円、支払い基金交付金といたしまして３億７３９万０００円、県支

出金は１億３５７万０００円、財産収入は５万３４５円、繰入金は２億３５２万

２２１円等で、繰越金は１２０万５７９円、諸収入は６８７万２２０円、歳入

合計は１３億２０４万５１７円となっています。

歳出におきましては、総務費で９６６万７９３円、保険給付費で１１億０３５

万０７４円、地域支援事業費で９８０万０１８円、諸支出金で９５６万２４８

円、基金積立金で３４４万０７４円等で、歳出合計は１３億３８３万２０７円と

なり、歳入歳出差し引き額は８２１万３１０円でございます。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして、健康福祉課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願

いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

健康福祉課長。

○健康福祉課長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。第８７号議案の詳細

について御説明申し上げます。

事項別明細書以下で説明させていただきます。５ページ、６ページをごらんください。

歳入でございます。１款介護保険料、１節現年度分２億２９９万０４８円、徴収率

は９ ３％、６５歳以上の方の保険料でございます。２節滞納繰り越し分６３万１８

３円、徴収率２ ９％でございます。

２款分担金及び負担金６６３万０００円は、神崎郡認定審査会共同設置負担金で、

市川町から７５２万０００円、福崎町から９１１万０００円の負担をいただいてお

ります。この負担割合は、認定者割が５０％、審査件数割が５０％となっています。

３款使用料及び手数料は、介護保険料に係る督促手数料１件１００円の１６７件分、
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１万７００円でございます。

４款１項１目介護給付費負担金２億５９８万２３１円は、介護給付費に係る国の

負担分でございます。２項１目調整交付金６９９万０００円は、高齢化率などによ

り調整されて国から交付されております。

２目地域支援事業費交付金（介護予防事業分）４８５万５００円は、介護予防事業に

係る国からの交付金でございます。

続きまして、７ページ、８ページをごらんください。３目地域支援事業交付金（包括

的支援事業⋞任意事業分）８７９万５００円は、地域包括支援センターの運営費、認

知症高齢者見守り事業、権利擁護事業、在宅医療⋞介護連携推進事業、生活支援体制整

備事業に係る国からの交付金でございます。

４目事業費補助金２５０万で、介護保険法改正に伴うシステム改修に係る国からの補

助金でございます。

５款１項１目介護給付費交付金３億１９６万０００円、２目地域支援事業交付金

５４３万０００円、これは第２号被保険者、４０歳から６４歳の方の保険料で、社会

保険診療支払い基金を通じて交付されるものでございます。

６款１項１目介護給付費負担金１億６７５万０００円、介護給付費に係る県の１

２％負担相当分でございます。

２項１目地域支援事業交付金（介護予防事業分）２４２万０００円でございます。

２目地域支援事業交付金（包括的支援事業⋞任意事業分）４３９万０００円でござい

ます。

続きまして、９ページ、１０ページをごらんください。７款財産収入、１目利子及び

配当金５万３４５円は、給付費準備基金に生じた利子でございます。

８款繰入金、１目介護給付費繰入金１億５０４万８８４円は、介護給付費に係る

町の１ ５％負担相当分でございます。

２目一般会計繰入金、職員給与費等繰入金３３０万１５４円は、事務職員４名、

介護認定訪問調査員の２名分の給与費相当分でございます。事務費繰入金８４８万８

４円は、郡認定審査会に係る神河町の負担分７２５万０００円と、その他事務費繰入

金１２２万０８４円でございます。地域支援事業繰入金（介護予防事業分）２３５

万５４６円、地域支援事業繰入金（包括的支援事業⋞任意事業分）２７６万０８３

円、介護保険料軽減負担金繰入金１５８万４６０円でございます。

９款１項１目繰越金１２０万５７９円は、前年度繰越金でございます。

１０款１項１目第１号被保険者延滞金２万１００円でございます。

続きまして、１１ページ、１２ページをごらんください。２項１目雑入６８５万１

２０円は、介護予防ケアプラン作成料でございます。

以上、歳入合計は１３億２０４万５１７円でございます。

続きまして、１３ページ、１４ページをごらんください。歳出でございます。１款１
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項１目資格業務管理費３１５万７８８円、資格及び保険料賦課業務の税務課、健康

福祉課職員２名分の人件費と、法改正に伴うシステム改修委託料などの事務費でござい

ます。

２目サービス業務管理費９７５万７９１円は、健康福祉課職員２名分の人件費と介

護認定訪問調査員２名分の賃金、事務費でございます。

続きまして、１５ページから１８ページをごらんください。３目連合会負担金１０万

７５２円です。

２項１目賦課徴収費２３万１０２円、賦課徴収に係る事務費でございます。

３項介護認定審査会費３６２万８５５円、審査委員報酬と２名の嘱託職員賃金並

びに認定審査コンピューター保守点検委託料などの事務費でございます。２８節繰出金

は、郡の広域事務に対して神河町の一般事務職員も携わっておりますので、給与分４５

０万円と光熱水費２５万０００円を一般会計に繰り出しをしております。

４項訪問調査等費３８０万５０５円、介護保険訪問調査に係る事務費で、主なもの

は主治医意見書料でございます。

５項運営協議会費についての報償費等の支出については、補助金対象となる２１ペー

ジ、２２ページの介護予防ケアマネジメント事業費から支出しております。

２款１項１目介護サービス給付費等諸費１１億９４７万５２４円で、主なものは、

居宅介護サービス給付費４億９３７万８９９円、施設介護サービス給付費３億４８

８万９５７円、地域密着型介護サービス給付費１億０２４万２７２円でございます。

続きまして、１９ページ、２０ページをごらんください。２項その他諸費８７万５

５０円は、介護給付費審査支払い手数料でございます。

３款１項１目介護予防費０６６万８５２円は、要介護状態になるおそれが高い状

態にあると見られる６５歳以上の方を対象として、介護予防を実施する事業でございま

して、古田裕子先生やケアステーションかんざきに講師を依頼し、元気づくりステップ

アップ講習会、こつこつ貯筋教室、地区巡回健康教室などを実施しております。保健師

の１名の人件費、事務費及び介護予防事業委託料などでございます。

続きまして、２１ページ、２２ページをごらんください。２項１目介護予防ケアマネ

ジメント事業費５４３万２７２円は、地域包括支援センターが介護予防ケアマネジ

メント事業、総合相談支援業務、権利擁護業務、各居宅介護支援事業所などへの支援業

務を行っています。保健師２名、社会福祉士１名の人件費及び介護予防サービス計画作

成委託料などでございます。

続きまして、２３ページ、２４ページをごらんください。２目認知症高齢者見守り事

業費３０７万８５０円は、認知症を早期発見するためにタッチパネルの購入と、タッ

チパネル検査によりハイリスク者を発見した場合の面接診断に係る医師賃金とハイリス

ク者に対する認知症予防教室「ほがらか教室」に係る看護師等の賃金でございます。

３目権利擁護事業２３万０４４円については、１１月２７日に開催しました地域見
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守りネットワーク会議に係る委員謝金と成年後見制度申し立て費用、成年後見人などへ

の報酬助成金等でございます。

４目在宅医療⋞介護連携推進事業費３６万円については、１０月８日に開催した在宅

推進協議会及び協議会の開催後３つの部会を設立し、延べ８回に開催した委員謝金等で

ございます。

５目生活支援体制整備事業費３万円については、生活支援協議体準備委員の委員謝金

等でございます。

続きまして、２５ページ、２６ページをごらんください。５款１項１目第１号被保険

者保険料還付金７万２４０円は、死亡等による保険料の還付金で、８件分でございま

す。

２目償還金９４９万００８円は、過年度に係る国県負担金等の償還金でございます。

６款１目介護給付費準備基金積立金３４４万０７４円は、介護保険給付費準備基

金への積立金でございます。

これらにより歳出合計は１３億３８３万２０７円でございます。

２７ページに決算実質収支に係る調書を掲載しております。

２８ページをごらんください。介護保険の準備基金については、平成２７年度で３

４４万０００円を積み立て、決算年度末には８９５万０００円を保有しておりま

す。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。

○議長（安部 重助君） 以上で第８７号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８８号議案、平成２７年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８８号議案の平成２７年度神河町土地開発事業特別会計歳入

歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、予算現額８５３万０００円に対しまして調定額、収入済み

額ともに８６２万１５９円で、その割合は４ ９％であります。

歳出につきましては、予算現額８５３万０００円に対しまして支出済み額が７

１８万９１０円、執行率２ ３％であります。

実質収支におきましては、歳入歳出差し引き額が１４３万２４９円で、実質収支

額も同様でございます。

次に、財産についてでございます。行政財産の保有は、公園としまして、秋桜たうん

に３６５平方メートルございます。普通財産では、宅地として秋桜たうんに８４９

平方メートル、しんこうタウン第３期分７３２平方メートル、カクレ畑にクラインガ
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ルテン１８棟敷地分４９９平方メートルがあり、田畑として、しんこうタウンに５９

５平方メートルがあります。その他の土地として、しんこうタウンで５８９平方メー

トル、カクレ畑で３８３平方メートルございます。

行政財産と普通財産と合わせて２万０１２平方メートルを所有いたしており、２６

年度と比べまして４０８平方メートルの減少となっております。

以上が決算の概要でございます。

なお、詳細につきましては地域振興課長から御説明いたしますので、よろしく御審議

をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

地域振興課長。

○地域振興課長（石堂 浩一君） 地域振興課、石堂でございます。それでは、第８８号

議案、平成２７年度神河町土地開発事業特別会計の歳入歳出決算について御説明申し上

げます。

概要につきましては、町長の説明のとおりでございます。私のほうからは、５ページ

からの事項別明細書で御説明申し上げます。

まず、歳入でございますが、１款財産収入、１節土地売り払い収入でございます。

５６０万２００円でございます。内訳は、貝野住宅用地売り払い収入として５２４

万０００円とクラインガルテン、カクレ畑の２７年度の分割払いの土地代として３５

万２００円でございます。その内訳は、しんこうタウンの２区画が売れた収入とカク

レ畑の大河原区の土地と同１組の土地と神河町の土地の使用の合計でございまして、そ

のうち町の分は１２万１１１円となっております。

次に、２款諸収入、１節雑入で、カクレ畑入居者負担金ですが、分譲地が売れなかっ

たため、収入はございません。

３款繰越金、１節前年度繰越金ですが、３０１万９５９円でございました。

収入合計が８６２万１５９円となっております。

次に、７ページをお願いいたします。歳出でございます。１款土木費、１目貝野宅地

造成事業費でございます。需用費で３６万１１０円を支払いしましたが、これは印刷

製本費で、しんこうタウンのチラシを３回作成した代金と決算書の印刷代を支払ってお

ります。役務費で１０１万４９８円を支払い、うち２万枚余りのしんこうタウン販売

促進のチラシ３回の折り込み代１８万２９８円と雑誌広告を２回、新聞広告を２回実

施しまして、８２万２００円を支払いしました。委託料で１６万１１３円を支払い、

シルバー人材センターに４回草刈りを委託しております。通行料等の使用料及び賃借料

で１万１４０円を支払いました。また、繰出金ですが、しんこうタウンの２区画が売

れましたので、全額５２４万０００円を一般会計に繰り入れております。

２目寺前宅地造成事業費は、秋桜たうんの道路が傷んでおりましたので、１４万９

６０円の補修を行いました。
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３目カクレ畑多自然居住推進事業費は３１１万０００円の委託料を組んでおりま

したが、１区画も売れませんでしたので、委託料の支払いはございません。補償、補填

及び賠償金で２３万０８９円を大河原区と同区の１組へ土地代金として支払っており

ます。予備費の支出はございません。

歳出の合計は７１８万９１０円となっております。

９ページをお願いいたします。決算実質収支を記載しております。差し引き１４３

万０００円となっております。

１０ページをお願いいたします。財産等に関する調書を記載しております。行政財産

としての公園は、秋桜たうんの３６５平方メートルで、２６年度と変わっておりませ

ん。

普通財産でありますが、宅地では秋桜たうんが８４９平方メートルで増減なしに、

しんこうタウンは２区画売れましたので、４０８平方メートルの減の７３２平方メー

トルとなっております。カクレ畑、クラインガルテンログハウスも、増減なしで４９

９平方メートルとなり、田畑につきましては、しんこうタウンの貸し農園として使用し

ております５９５平方メートルでございます。

その他としまして、しんこうタウンは公園用地の５８９平方メートルを、カクレ畑

は分譲地分の１５区画の面積３８３平方メートルを記載しております。合計しますと、

２７年度は４０８平方メートルの減少となり、合計２万０１２平方メートルの財産と

なっております。

以上で土地開発事業特別会計の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろし

くお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８８号議案の提案説明は終わりました。

次に、第８９号議案、平成２７年度神河町老人訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８９号議案、平成２７年度神河町老人訪問看護事業特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

訪問看護は、中播磨地域の病院や開業医からの依頼は多く、姫路市香寺町から朝来市

生野町までをエリアとし、訪問看護、訪問リハビリなどを行っています。

また、在宅医療、在宅ケアの推進のため、地域医療の担い手として、地域住民の皆様

の要望に応えるべく、夜間の携帯電話への転送により２４時間緊急連絡体制をとる対応

も行っております。

今年度の訪問看護ステーション利用者数は８１７人、訪問総回数は８９８回、収

入済み額１億６８６万０４８円、支出済み額１億２１３万６９４円、歳入歳出差
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し引き残額は４７２万３５４円であります。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、病院総務課長から御説明しますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。それでは、

詳細説明を事項別明細書でさせていただきますので、５ページ、６ページをお願いいた

します。

この会計の歳入の主なものは、事業収入でございます。１款事業収入が５２７万

４７９円、内訳につきましては、医療保険収入が９９７万３６７円と介護保険収入

のサービス事業収入が７０２万４０２円、居宅介護支援事業収入がケアプラン作成

費として８２８万７１０円でございます。

２款財産収入は、財政調整基金利子が９２６円でございます。

３款財政調整基金繰入金が１００万円でございます。

４款繰越金は９９９万０５４円、５款諸収入の１項受託事業収入は、介護予防受託

事業収入などで２５万６０２円、２項雑入は、成人病検診助成金などで３２万９８

７円でございます。

次に、歳出でございます。７ページ、８ページをお願いいたします。１款業務費につ

きましては１億１００万４０３円で、主に訪問看護ステーションの運営に係ります人

件費で、理学療法士、作業療法士、看護師の９名分の給料及び手当でございます。共済

費は、正規職員の共済費及び嘱託⋞臨時職員の社会保険料等でございます。また、賃金

は、嘱託の事務員と看護師及び臨時の看護師の分で３１１万４５２円でございます。

１１節需用費は、訪問用自動車の燃料代などで２７９万５６２円、１２節役務費は、

通話料などで１００万５６６円、１３節委託料の主なものは、訪問看護委託料で姫路市

香寺町について登録看護師に委託しております経費など４３３万８２４円でございま

す。

９ページ、１０ページをお願いいたします。１４節使用料及び賃借料は、白衣リース

料などで１３３万６１２円、１８節備品購入費は、訪問看護システムを更新したこと

で４８０万９２０円、１９節負担金、補助及び交付金は、研修会負担金などで１１万

５７０円。

２款公債費は、一時借入金利子で２万２９１円、３款基金積立金は１０万円を積み

立てております。

４款諸支出金は、介護療育支援事業会計へ事務所賃借料相当として１００万円を繰り

出ししております。歳出は以上でございます。

次の１１ページ、１２ページにつきましては、決算実質収支に関する調書と財産等に
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調書でございます。

以上で詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８９号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９０号議案、平成２７年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９０号議案、平成２７年度神河町産業廃棄物処理事業特別会

計歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

それでは、決算の概要を御説明申し上げます。０００円どめとさせていただいてお

ります。

歳入では、使用料及び手数料が８６８万０００円、繰越金が２０８万０００円

などで、歳入合計は０７８万円となっております。

歳出では、産業廃棄物処理事業費が２５４万０００円で、歳出合計も２５４万

０００円であります。

歳入歳出差し引き額８２３万０００円となり、実質収支額も同様となっております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして、住民生活課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願

いします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。それでは、詳細につ

きまして説明させていただきます。歳入の部につきまして事項別明細書５ページをごら

んください。１款使用料及び手数料は８６８万９００円で、歳入総額の約９０％を

占め、残土と不燃物の合計約１万６４９トンの処分地使用料です。

２款財産収入１万４９１円は、財政調整基金の利子です。

４款繰越金２０８万７２９円は、前年度繰越金です。

以上、歳入合計が０７８万１２０円でございます。

続きまして、歳出の部ですが、事項別明細書の７ページをごらんください。１款産業

廃棄物処理事業費は２５４万２６７円で、主なものとしまして、１３節委託料は５

１７万６８３円で、内訳は備考欄の４項目でございます。２５節積立金６３５万０

００円は、財政調整基金への積み立てでございます。２７節公課費５８万０００円は、

処分地使用料の消費税等でございます。

以上等で歳出合計が２５４万２６７円でございます。

なお、９ページに決算実質収支を記載しております。１０ページに財産等に関する調
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書をつけております。

平成２７年度産業廃棄物処理事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく

御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９０号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９１号議案、平成２７年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９１号議案、平成２７年度神河町寺前地区振興基金特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、予算現額３１０万０００円に対しまして調定額、収入済み

額ともに２９７万２９６円で、その割合は９ ７％であります。

歳出につきましても、予算現額３１０万０００円に対しまして支出済み額が２

９７万２９６円、執行率９ ７％であります。

また、地区振興基金の決算年度末現在高は６億０７９万７９１円であります。

以上が決算の概要でございます。

よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９１号議案の提案説明が終わりました。

次に、第９２号議案、平成２７年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９２号議案、平成２７年度神河町長谷地区振興基金特別会計

歳入歳出決算認定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

歳入におきましては、予算現額３７４万０００円に対しまして調定額、収入済み額

ともに３４２万０４４円で、その割合は９ ４％であります。

歳出につきましても、予算現額３７４万０００円に対しまして支出済み額が３４２

万０４４円で、執行率９ ４％であります。

また、地区振興基金の決算年度末現在高は１億５８０万１４０円であります。

以上が決算の概要でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９２号議案の提案説明は終わりました。

次に、第９３号議案、平成２７年度神河町水道事業会計決算認定の件について、提出

者の説明を求めます。

山名町長。
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○町長（山名 宗悟君） 第９３号議案、平成２７年度神河町水道事業会計決算認定の件

について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページをお願いします。今年度は、安全⋞安心のライフラインづくりの

ため、継続事業で簡易水道施設整備事業に着手し、平成２９年度から簡易水道を上水道

に統合するための認可変更を行いました。

収益的収支では、事業収益は３億９５７万０００円、事業費用は３億６８５万

円で、収支では当年度純利益は２５７万０００円となりました。

資本的収支では、資本的収入は２億７２０万０００円で、資本的支出は３億３

００万０００円で、うち建設改良費２億６２５万０００円、企業債償還金１億

６７５万０００円となり、収支不足額１億５８０万０００円は、過年度分損益勘

定留保資金等で補填しました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課の中島でございます。それでは、第９３号

議案について詳細を説明させていただきます。

決算書の１ページをお願いします。決算報告書で消費税込みの決算額です。収益的収

入及び支出で、収入の第１款水道事業収益は、予算額４億６７４万０００円で、決

算額は４億９２５万０９３円、支出の第１款水道事業費用の予算額は、収入と同額

の４億６７４万０００円で、決算額は３億２６７万６７０円となりました。

２ページをお願いします。資本的収入及び支出で、収入の第１款資本的収入は、予算

額２億７９５万０００円で、決算額は２億７２０万０００円、支出の第１款資

本的支出は、予算額４億７６３万円で、決算額は４億１１９万７４４円、資本的収入

額が資本的支出額に不足する額１億３９９万７４４円は、過年度分損益勘定留保資

金等で補填しました。

３ページをお願いします。損益計算書で消費税抜きの金額となっております。営業収

益では、給水収益からその他営業収益の合計で２億６５９万２４０円、営業費用は、

原水及び上水費からその他営業費用の合計で３億０２１万１７５円、差し引き営業

損失は３６１万９３５円の営業損失となっています。

営業外収益は、受取利息及び配当金から雑収益の合計で１億２９７万５９２円、

営業外費用では、支払い利息及び企業債取扱諸費から雑支出で６６３万７３５円、

経常利益は２７２万９２２円となりました。
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特別損失は、過年度損益修正損２万０８５円、その他特別損失が１２万０００円、

特別損失の収支がマイナス１４万０８５円なので、経常利益から引くと２５７万

８３７円が当年度の純利益となります。

前年度未処分利益剰余金は１億０５９万２５８円、当年度未処分利益剰余金は２

億３１６万０９５円となりました。

次に、４ページをお願いします。剰余金計算書でございます。資本金の自己資本金は

４億３７４万５０１円で、増減はありません。資本剰余金も５４８万８７９円

で、増減はありません。利益剰余金合計は、前年度末残高が１億０５９万２５８円

で、当年度純利益が２５７万８３７円なので、当年度末残高は２億３１６万０

９５円となっています。資本合計額の当年度末残高は７億２３９万４７５円となり

ました。

次に、５ページ、６ページの貸借対照表でございます。５ページの資産の部では、固

定資産で有形固定資産がイの土地からトの建設仮勘定までで固定資産合計額は３９億

９８８万１７０円です。

次に、流動資産で現金預金が３億０１５万８２２円、未収金が９５８万６５０

円で、主に水道料金になっております。貸倒引当金は３０１万５８８円です。貯蔵品は

修理材料等で２９３万６９９円、流動資産の合計は４億９６６万５８３円となり、

資産合計は、固定資産と流動資産を合計して４３億９５５万７５３円となりました。

負債の部では、固定負債の企業債が１８億５４１万４９５円で、６ページで流動

負債の企業債から預かり金の流動負債合計が３億２８６万５６０円で、繰延収益で

は長期前受け金が２９億５９２万５４０円で、長期前受け金収益化累計額がマイナ

ス１５億７０５万３１７円で、繰延収益合計額は１４億８８７万２２３円とな

り、負債合計額は３６億７１５万２７８円となっています。

次に、資本の部で、資本金の固有資本金から組み入れ資本金の資本金合計が４億３

７４万５０１円、剰余金では、工事負担金が５４８万８７９円で、利益剰余金の

当年度未処分利益剰余金が２億３１６万０９５円となっており、剰余金合計は２億

８６４万９７４円で、資本合計は７億２３９万４７５円で、負債資本合計は４

３億９５５万７５３円となりました。

７ページをごらんください。キャッシュフロー計算書でございます。業務活動による

キャッシュフローは、当年度純利益から利息の支払いまでの合計で１億９１１万５

９２円、投資活動によるキャッシュフローは、有形固定資産の取得による支出から国庫

補助金による収入で２９５万８１３円となっています。財務活動によるキャッシュフ

ローは、企業債による収入から建設改良企業債償還による支出で１１４万４６３円

となっています。資金の増加額として１億７３１万２４２円で、資金の期首の残高

が２億２８３万５８０円あったので、資金の期末残高として３億０１５万８２２

円となっています。
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８ページ、９ページは注記表となっております。重要事項の説明を記載しております。

次は、決算附属書類で、１０ページですけども、１０ページにつきましては、先ほど

町長から説明しましたので、省略させていただきます。

次に、１１、１２ページをお願いします。 議会議決事項につきましては、この表の

とおり９件の議決をいただきました。

職員に関する事項では、平成２７年度末で事務職員４名、労務職員１名の計５名で

す。

２の工事については、主要な工事を記載しております。全部で６件となっております。

１２ページ、３、業務量では、年間配水量は１６１万８６２立米で、年間有収水量

は１１０万９９７立米で、有収率は６ ４５％で、前年度より ７ポイントの減とな

りました。

１４ページをお願いします。 企業債及び一時借入金の概要です。企業債の前年末残

高は１９億１９５万２６２円で、本年度借入額は１億７９０万円、本年度償還高１

億６７５万５３７円の償還により、本年度末残高が２０億３０９万７２５円とな

りました。

職員給与費は、決算額で６８５万３４９円となりました。

次に、１５ページの収益費用明細書でございます。収入、１款水道事業収益は３億

９５７万８３２円、１項営業収益は２億６５９万２４０円、１目１節の水道使用

料は２億３３８万８０２円で、内訳は、基本料金、超過料金とメーター使用料です。

３目４節の雑収益のうち新規加入金は、２４件で１８６万６７０円となっています。

続いて、２項営業外収益は１億２９７万５９２円で、主なものは、一般会計からの

補助金０４６万０００円と長期前受け金戻し入れで７３８万９５１円となって

います。

次に、１７ページの支出でございます。１款水道事業費用は３億６９９万９９５

円、１項営業費用は３億０２１万１７５円、１目の原水及び上水費が１０２万

５１７円で、これは１２カ所の浄水場に係る経費です。次に、２目の配水及び給水費で

４９８万８２８円、これは配水池や配水管等に係るものです。次に、１８ページで

す。３目受託工事費は、消火栓移設工事ほかで４９万９５３円、４目の総係費が８

２２万７５２円で、職員４名の人件費や事務費が主なものです。次に、１９ページです。

５目の減価償却費は２億２２４万９５７円で、建物、構築物等の減価償却費でして、

現金支出を伴わない営業費用となっております。次に、２０ページで、２項の営業外費

用が６６３万７３５円で、うち企業債借入償還利子２１９万６７８円となって

います。３項の特別損失は１４万０８５円となっております。

次に、２１ページで、資本的収入及び支出で、資本的収入については、水道施設整備

事業債で１億７９０万円、水道事業整備事業国庫補助金で９３０万０００円の収

入がありました。
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次に、２２ページの資本的支出では、１款１項１目の事務費で、事業費に係る職員給

料１名分を計上しております。総額で９０７万８００円です。２目施設費で２億４

２３万３２６円で、主なものは、１節の委託料で実施設計、施工管理等業務費用で

３５０万０００円、２節の工事請負費で水道施設整備事業で２億７２万３２６円と

なっております。２３ページをお願いします。企業債償還金で借入償還元金として１億

６７５万５３７円を支出しております。

２４ページをお願いします。固定資産明細書で、表の右下の年度末償却未済額は３９

億９８８万１７０円となっています。

２５ページと２６ページは企業債明細表でございます。２６ページ、一番下の欄の未

償還残高合計は２０億３０９万７２５円となっています。

次に、参考資料の２７ページをお願いします。補填財源明細書でございます。アの前

年度末資金剰余金は１億４４４万２５４円、イの当年度補填財源発生額は１億４

０２万７４３円、ケの当年度補填額は１億３９９万７４４円で、最下段の翌年度

繰越額は２億４４８万２５３円となっています。

以下、固定資産減価償却明細書、経営分析書で、その他決算説明資料につきましても

添付させていただいておりますので、ごらんいただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議いただきますようお願い

します。

○議長（安部 重助君） 以上で第９３号議案の提案説明が終わりました。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１４時２０分といたします。

午後２時００分休憩

午後２時２０分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

それでは、次に、第９４号議案、平成２７年度神河町下水道事業会計決算認定の件に

ついて、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９４号議案、平成２７年度神河町下水道事業会計決算認定の

件について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

決算書の１０ページをお願いいたします。下水道事業を将来にわたり継続するため、

経営の健全化、安定化が不可欠であり、そのために本年度から処理場の統廃合計画策定

及び長寿命化計画の策定に着手しております。収益的収支では、事業収益が７億２６

８万０００円、事業費用は６億５５２万０００円で、収支では７１２万００

０円の当年度純利益になりました。資本的収支では、資本的収入は１億６２０万円、
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資本的支出は４億７８７万０００円で、うち建設改良費は２億２０万０００円、

企業債償還金は４億７６７万０００円となり、収入不足額２億１６７万０００

円は、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきましては、上下水道課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課の中島でございます。それでは、第９４号

議案について詳細を説明させていただきます。

１ページをお願いします。収益的収入及び支出で、収入では、第１款下水道事業収益

の決算額は７億７９９万７２６円、支出では、第１款下水道事業費用の決算額は７

億９２５万９１７円となりました。

２ページをお願いします。資本的収入及び支出で、収入は第１款資本的収入の決算額

は１億６２０万円、支出は、第１款資本的支出の決算額は４億９４８万５３８円、

資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億３２８万５３８円は、過年度分損益

勘定留保資金等で補填しました。

３ページをお願いします。損益計算書です。営業収益は４億８６７万２６４円、

営業費用は５億２４０万４５１円となっていまして、差し引き後の営業損失は１億

３７２万１８７円です。営業外収益は３億４０１万７８１円となっています。営業

外費用は１億３１２万１７８円です。営業収支から営業外収支を差し引くと、７１

６万４１６円の経常利益となり、特別損失は過年度損益修正損で３万６５３円、当

年度純利益は７１２万７６３円となりました。前年度繰越欠損金の１３億８３７

万３１４円に当年度純利益を足した金額１３億１２５万５５１円が本年度未処理

欠損金でございます。

次に、４ページをお願いします。剰余金計算書で、自己資本金は変動なしで２６億

９２０万３５７円、資本剰余金の合計額は１億７９６万６４６円、利益剰余金合

計額は当年度純利益で７１２万７６３円により当年度末残高がマイナス１３億１

２５万５５１円になり、資本合計の当年度末残高は１５億５９１万４５２円とな

りました。

次に、５ページをお願いします。貸借対照表で、資産の部として、固定資産の有形固

定資産で１０６億１４３万８１０円、次に、流動資産として、現金預金が３億３２

１万１３５円、未収金は下水道料金で９８５万６５０円、貸倒引当金はマイナス

３０８万５８９円で、流動資産合計が３億９９８万１９６円で、資産合計は１１

０億１４１万００６円です。負債の部は、固定負債の企業債は５１億２７３万０

７６円、固定負債合計は同額となっております。流動負債の企業債は４億３３１万
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４００円、未払い金は３月分電気代、下半期の処理場管理委託料等で４０２万１７

１円、引当金は２２２万６４９円、預かり金を含めた流動負債合計は４億９６１万

３６７円です。

６ページをごらんください。繰り延べ収益で、長期前受け金が６１億９０８万５

４６円、長期前受け金収益化累計額はマイナス２２億５９４万４３５円で、繰り延

べ収益合計は３８億３１４万１１１円で、負債合計は９４億５４９万５５４円

となっています。

資本の部です。資本金の資本金合計は２６億９２０万３５７円、剰余金は資本剰

余金で１億７９６万６４６円、利益剰余金で当年度未処理欠損金が１３億１２５

万５５１円で、利益剰余金合計は差し引きマイナス１３億１２５万５５１円、剰

余金合計はマイナス１１億３２８万９０５円、資本合計は１５億５９１万４５

２円、負債資本合計は１１０億１４１万００６円です。

７ページをごらんください。キャッシュフロー計算書でございます。業務活動による

キャッシュフローは３億５３８万６５１円、投資活動によるキャッシュフローは７４

万２４６円、財務活動によるキャッシュフローはマイナス２億１４７万８９８円

となります。資金の増加額は４６５万９９９円で、資金期首残高が２億８５６万

１３６円だったので、資金期末残高は３億３２１万１３５円となりました。

８ページ、９ページは注記表でございます。決算書でわかりにくいもの、重要なもの

を記載しております。

決算附属書類の１０ページは、町長が説明しましたので、省略させていただきます。

１１ページをお願いします。 議会議決事項については、５件の議決をいただきまし

た。 職員に関する事項では、事務職員３名、労務職員１名の計４名です。

１２ページの業務量で、公共が３施設、農集が５施設、コミプラが４施設で、合計１

２処理施設の状況でございます。

１３ページをお願いします。 会計の重要契約で１００万円以上の契約は工事、委託

等で９件となっております。 イ、企業債については１億６２０万円の平準化債の借

り入れと４億７６７万８９８円の償還により年度末残高は５５億６０５万４７

６円、 職員給与費は決算額で９４４万０４１円となりました。

次に、１４ページをお願いします。収益費用明細書で主な事項について説明させてい

ただきます。

収入で、１款下水道事業収益は７億２６８万０４５円です。１項の営業収益は４

億８６７万２６４円、１目１節の下水道使用料は基本料金と人数割料金を合わせて

１億６８９万１７７円、他会計負担金の２億６８８万４４円は、人件費、減価償

却費補填補助金として一般会計から繰り入れしています。その他の営業収益の雑収益で

は、新規加入金として１６件分の加入金です。続いて、２項営業外収益が３億４０１万

７８１円で、主なものは、一般会計からの補助金が１億３１１万９５６円、長期
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前受け金戻し入れが１億９７９万９２８円となっています。

次に、１５ページの支出でございます。１款下水道事業費用が６億５５６万２８

２円で、１項の営業費用は５億２４０万４５１円、１目管渠費が２７１万６３

４円で、これは下水道本管、マンホールポンプの維持管理に係る経費です。２目処理場

費が１億４２６万６１２円で、町内１２カ所の処理場に係る経費です。１６ページの

３目総係費は３９３万３５２円で、職員４名の人件費、事務経費に係るものです。１

７ページの４目減価償却費は４億８４２万０６５円です。１８ページの２項営業外費

用が１億３１２万１７８円で、企業債償還利息が１億３１１万９５６円となって

います。３項の特別損失は３万６５３円です。

次に、１９ページをお願いします。資本的収入及び支出で、１款資本的収入が１億

６２０万円で、１項１目企業債で建設改良企業債が０００万円、資本費平準化債１億

６２０万円、２項１目１節の国庫補助金は社会資本整備総合交付金で０００万円の

収入となっております。

２０ページの資本的支出は４億７８７万４９２円で、１項の建設改良費では、１

目１節委託料では、統廃合計画にかかわる委託料が２件、処理場の長寿命化に係る委託

が２件となっております。３目固定資産購入費では、下水道台帳窓口閲覧システム並び

に下水道集中監視用パソコンの購入をしております。

次に、２１ページの固定資産明細書では、表の右下の年度末償却未済額は１０６億

１４３万８１０円となっています。

次に、２２ページから２７ページにかけては、企業債明細表でございます。２７ペー

ジ、右下の未償還残高は５５億６０５万４７６円となっています。

次に、参考資料２８ページをお願いします。補填財源明細書でございます。アの前年

度末資金剰余金は２億６５４万０３３円、イの当年度補填財源発生額は３億０４

３万７３４円、ケの当年度補填額は２億３２８万５３８円で、最下段の翌年度繰越

額は２億３６８万２２９円となっております。

以下、固定資産減価償却明細書、経営分析書で、その他決算説明資料につきましても

添付しておりますので、ごらんいただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議いただきますようお願い

します。

○議長（安部 重助君） 以上で第９４号議案の提案説明が終わりました。

次に、第９５号議案、平成２７年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件について、

提案者の説明を求めます。

○町長（山名 宗悟君） 第９５号議案、平成２７年度公立神崎総合病院事業会計決算認

定の件について御説明申し上げます。

本議案は、地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づきまして、監査委員の審査意

見書を付して議会の認定を求めるものでございます。
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国の医療費抑制策、深刻な医師不足等により、全国の自治体病院の経営は非常に厳し

い状況が続いております。そんな中、公立神崎総合病院では、兵庫県から大阪医科大学

での地域総合医療科学の寄附講座設置により、大阪医科大学から内科医師、総合診療科

医師、また、神戸大学からリハビリテーション科の非常勤医師を派遣していただいてお

ります。しかし、内科においては、常勤医師の不足がいまだ続いており、地域住民の皆

様に御迷惑をおかけしていると同時に、経営状況は極めて厳しいものとなっています。

このような状況下ではございますが、当院は地域医療の拠点病院として、地域住民の皆

様に安全⋞安心な生活を送っていただくため、よりよい医療の提供に向けて職員が一丸

となって懸命に努力いたしております。

公立神崎総合病院事業会計の平成２７年度の決算状況でございますが、入院患者数４

万４３７人、１日当たりの患者数が１１ ２人、外来患者数は１１万５３５人、１

日当たり４９ ９人、収益的収入では３１億５２１万４５７円、収益的支出では３

１億０９１万６８８円、収益的収支額はマイナスの５７０万２３１円、資本的

収入では１億５８０万円、資本的支出では、３億７７６万７５９円、資本的収支

額はマイナスの１億１９６万７５９円でありますが、過年度分損益勘定留保資金等

で補填いたしております。以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして、病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願

いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 広行君） 病院総務課、藤原でございます。病院事業

会計の決算詳細説明をさせていただきます。

それでは、公立神崎総合病院事業決算書の１ページをお願いします。決算報告書の収

益的収入及び支出で消費税込みの数字でございます。収入では、病院事業収益で決算額

が３１億０４０万６１４円、内訳は、医業収益、医業外収益でございます。

次に、支出で、病院事業費用といたしまして決算額３１億５６６万５５５円、内

訳は、医業費用、医業外費用でございます。詳細は明細書で御説明申し上げます。

次に、２ページで、資本的収入及び支出の収入では、決算額で１億５８０万円、企

業債出資金でございます。支出では、決算額３億３４２万９３２円、その内訳は、

建設改良費、企業債償還金及び投資でございます。同様に、詳細は明細書で御説明申し

上げます。

次に、３ページの損益計算書でございます。これは消費税抜きで記載いたしておりま

す。医業収益では２６億０１２万２４８円、医業費用では、給与費などで３０億２

８２万４８９円、医業損失が３億２７０万２４１円でございます。医業外収益で

は、負担金交付金などで４億５０９万２０９円、４ページの医業外費用は支払い利

息及び企業債取扱諸費などで１億８０８万１９９円、医業外利益が３億７００万
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０１０円、経常損失が５７０万２３１円でございます。当年度純損失が５７０万

２３１円となりました。前年度の未処理欠損金が７億９３４万８６９円で、当年度

未処理欠損金が７億５０４万１００円となっております。

次に、５ページは、貸借対照表でございまして、固定資産で有形固定資産の土地、建

物、構築物、器械及び備品、車両で有形固定資産の合計が３０億５６７万６７０円

でございます。投資その他の資産として、長期前払い消費税などで９５６万７８０

円、固定資産合計で３０億５２３万４５０円となります。

６ページをお願いします。流動資産は医業未収金などで４億９３０万４８１円と

なり、資産合計で３５億４５３万９３１円となっております。負債の部の固定負債

は、企業債として１７億４４４万１８９円、流動負債として１年以内の償還期限を

迎える企業債などで７億６３４万０７７円、７ページをお願いします、繰り延べ収益

の長期前受け金などで７７５万１５４円、負債合計で２５億８５４万４２０円

となっています。資本金は１７億１０４万６１１円、欠損金の当年度未処理欠損金

が７億５０４万１００円となり、資本合計が１０億５９９万５１１円、負債資

本合計が３５億４５３万９３１円でございます。

８ページは、キャッシュフロー計算書で、１、業務活動によるキャッシュフローでは

１億３５０万７６９円、投資活動によるキャッシュフローでは、マイナスの９６

７万１６９円、財務活動によるキャッシュフローがマイナスの９９８万５９０円

で、資金の増減額がマイナス６１５万９９０円となりました。資金期首残高が８

１０万１３１円でしたので、資金期末残高が１９４万１４１円となりました。

９ページ、１０ページは注記表でございます。

次に、１１ページをお願いします。１１ページは、剰余金計算書で、前年度処分額に

つきましては前年度の３月議会での処分について議決をいただいたものでございます。

当年度変動額については、自己資本金について１億円の一般会計からの出資金でござい

ます。当年度末残高資本合計は、右下の１０億５９９万５１１円となりました。欠

損金処理計算書も記載していますが、処理はございません。

次に、１２ページから１３ページでは、町長の提案説明及び２６ページ以降の収益費

用明細書と重複いたしますので、省略させていただきます。

次に、１４ページでは、議会議決事項でございまして、８件でございます。４の部門

別職員数でございますが、平成２８年３月３１日現在で医師が２０、看護師１２１人、

医療技術員５０人、事務員４５人、労務員４１人、合計２７７人でございます。

１５ページは、職員の異動の状況でございます。

次に、１６ページの工事及び資産購入でございます。建設工事は、病院増改築基本構

想⋞基本計画で８８８万８８９円です。資産購入は、医療器械等５６品目で１８８

万２８０円となっております。

次に、１９ページの業務量の患者数の状況でございますが、入院では４万４３７人、
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外来は合計で１１万５３５人でございます。中段にございます休日夜間時間帯の患者

数は１３１人でございます。２０ページの手術件数につきましては合計で５０４件、

次に、分娩数は１０７件、エックス線件数が１万６２２件、検査件数は外注検査を含

めて合計で５１万９４８件、ＣＴ検査は９５０件、解剖はゼロ件、ＭＲＩ件数は

５１７件でございます。次に、調剤件数でございますが、入院、外来合計で２万５１

７件、給食数は患者食と患者外食合計で１１万８９８食でございます。

２１ページの大畑診療所の状況でございますが、患者数１２４人、収益が１２０万

０４０円でございます。病床利用状況は、病床数１５５床、年延べ稼働病床数５万７

３０床、年延べ入院患者数４万４３７人、病床利用率は７３％でございます。

次に、２２ページから２３ページの事業収入及び事業費用に関する事項でございます

が、事業収入に関する事項の主なものとしまして、医業収益の入院収益は１５億１２

２万２２４円で、前年比較１億６７３万１６０円の増、外来収益９億００５万

８４６円で、前年比較４２２万６４５円の減、医業収益合計では２６億０１２万

２４８円、前年比較１７４万８１９円の増、医業外収益の合計では４億５０９万

２０９円で、前年比較８９５万９００円の増、合計では３１億５２１万４５

７円で、前年比較１億０７０万７１９円の増でございます。

次に、２３ページ、事業費用に関する事項で主なものとしまして、医業費用のうち、

給与費で２１億４９５万４３７円で前年比較６０万８５５円の増、材料費は４億

３４６万９８１円で前年比較６２６万８８８円の減、これは薬品費において後発

品への転換などにより支出が減っております。経費は３億９８８万５７１円で前年

比較９９６万９２２円の増、これは主として、病棟におけます吸気ダクト設備の改修、

浄化槽機械の更新などの修繕費におけます増でございます。合計で３０億２８２万

４８９円で、前年比較２５７万１５４円の増、医業外費用の合計は１億８０８万１

９９円で、前年比較２４４万８６６円の減、事業費用合計では３１億０９１万６

８８円で、前年比較１億７９７万８１２円の減、事業収入額ではマイナスの５７

０万２３１円、前年比較２億８６８万５３１円の増でございます。

２４ページの資本的及び収入に関する事項につきましては、後ほどの資本的収支明細

書で御説明申し上げます。

２５ページをお願いいたします。企業債、他会計借入金及び一時借入金の概況の企業

債は、本年度借入額の財政融資資金５８０万円、これは医療器械の購入分でございま

す。一時借入金につきましては、年度末残高で２億円でございます。

次に、２６ページ、収益費用明細書でございます。まず、医業収益で２６億０１２

万２４８円、内訳は、入院収益、外来収益、大畑診療所収益、その他医業収益でござい

ます。医業外収益は４億５０９万２０９円、１目負担金交付金につきましては、一

般会計からの繰入金でございます。補助金患者外給食収益、長期前受け金戻入、その他

医業外収益が内訳でございます。
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次に、２８ページにつきましては、費用の部でございます。医業費用で３０億２８

２万４８９円、給与費が２１億４９５万４３７円で、病院は人的サービス事業で

あることから給与費が最も高い割合を占めております。

３０ページの２目材料費は４億３４６万９８１円で、薬品費、診療材料費、給食

材料費、医療消耗備品費でございます。３目経費が３億９８８万５７１円で、報償

費から３３ページまでの雑費でございます。４目公債費につきましては、１６８万７

８８円、５目減価償却費は１億４２３万８８３円で、建物などの減価償却費でござ

います。６目資産減耗費は固定資産の除却費で４９９万３０３円、７目研究研修費は

０７９万８５１円で、謝金、図書費、旅費、研究雑費でございます。８目大畑診療

所費が２８０万６７５円で、看護師給から３４ページの需用費まででございます。医

業外費用では１億８０８万１９９円で、支払い利息及び企業債取扱諸費などでござい

ます。

次に、３５ページは、資本的収支明細書でございます。資本的収支の企業債が５８

０万円で、医療器械購入分でございます。出資金は１億円で、一般会計からの出資分で

ございます。資本的支出では、建設改良費は病院増改築事業費で北館改築に伴います基

本構想⋞基本計画作成業務委託料８８８万８８９円、器械備品購入費で１８８万

２８０円、企業債償還金で２億５７８万５９０円、看護師修学資金で１２０万円で

ございます。

次に、３６ページの有形固定資産明細書でございます。当年度増加分は器械及び備品

の購入額の１８８万２８０円と建設仮勘定の８８８万８８９円、減少分は除却し

たもので、器械及び備品分でございます。

次に、３７ページの企業債明細書でございますが、本年度の借り入れは合計の上の財

財政融資資金平成２８年３月２５日の分で５８０万円の医療器械購入分でございます。

３８ページから４２ページは、固定資産減価償却明細書で、記載のとおりでございま

す。

４３ページは、補填財源明細書でございます。一番下の合計欄が留保資金と言われる

ものでございまして、０４２万２４７円となっております。

以上で病院の決算につきましての説明を終わらせていただきます。よろしく御審議を

お願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９５号議案の提案説明が終わりました。

以上で１３件の決算認定の提案説明が終わりました。

ここで、監査委員から平成２７年度神河町各会計決算について審査の結果を報告して

いただきます。

清瀬代表監査委員。

○代表監査委員（清瀬 茂生君） 代表監査委員を仰せつかっております清瀬でございま

す。平成２７年度の決算審査報告の前に、一言御挨拶申し上げます。
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我々監査委員に求められている決算審査は、予算の適正執行とその効果を検証するこ

とであるとの理解のもと、平成２７年度の決算審査を通じ、各課、各部署の幹部職員の

方々との質疑応答の中で感じましたのは、依然として続く景気低迷の中、どこの自治体

でも言われております厳しい財政状況の中、また、住民のニーズが多様化、高度化して

いる中にあって、将来展望に立った建設的な意見と監査委員の質問に対しても明快な答

弁を頂戴し、限られた財源の経済性、効率性、有効性を常に意識し、最大の価値ある成

果を生み出し、結果として住民に対し満足度の高い行政サービスの提供をしたいという

信念のもと日々努力を重ね、職務を遂行されております職員の方々の積極的な姿勢がう

かがえ、大いに評価したいと感じたところでございます。今後も継続して、地域住民、

町民の信頼度の向上、改善に向け、なお一層の努力を期待するとともに、お願いいたし

たいと思います。

それでは、私のほうから平成２７年度神河町各会計の決算審査について報告させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。

地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項並びに地方公営企業法第３０

条第２項の規定により、町長から審査に付された平成２７年度神河町各会計決算書、歳

入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、事項

別、各課ごとに説明を聴取し、関係法令に準拠して作成されているか、決算数値が正確

であるか、予算が適正かつ効率的に執行されているかなどについて、関係諸帳簿及び証

拠書類の照合のほか必要と認めるその他審査を、役場３階第１会議室及び公立神崎総合

病院会議室において、平成２８年７月８日、１２日、１５日、２０日、２２日、２６日、

２８日の７日間にわたり、藤原日順議会選出監査委員とともに実施いたしました。

審査の結果といたしましては、各会計の決算書、歳入歳出事項別明細書並びに附属書

類はいずれも法令に準拠して作成されており、決算計数は、関係諸帳簿及び証拠書類と

照合した結果、適切に処理されていることを認めました。

各会計決算に係る審査意見は、それぞれ決算書に添付しておられるとおりでございま

すので、概要を報告させていただきます。

平成２７年度で神河町が誕生して１０周年を迎え、各種記念事業も実施されました。

関係各位はもとより、それぞれの皆様の記憶に残る年度になったのではないかと思いま

す。

さて、神河町の財政健全化指標のうち、実質公債費比率は前年度から ５ポイント改

善し、１ ６％となりました。財政健全化に向けた全町的な取り組みの成果として評価

いたします。引き続き、人口減少対策は我が町の重要施策と位置づけられ、若者向け低

家賃住宅（中村団地第１期）若者世帯の住宅取得に対する助成事業、町人口ビジョン及

び町地域創生総合戦略の策定、地域おこし協力隊事業などが実施されました。

新規ハード事業としては、寺前小学校の大規模改造（第２期）、橋梁長寿命化修繕事

業、廃校施設解体撤去事業などが実施されました。各区の要望事項についても、引き続
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き積極的に対応され、２７年度に予定された工事は全て完了しております。そのほか、

多くの事業に取り組まれた努力は評価できます。

しかし、一方では、平成２８年度以降、合併特例期間の終了により普通交付税は１町

分として算定され、段階的に減少し、町税など一般財源の増加も容易に見込めない状況

となっております。その中で、財政の弾力性を示す経常収支比率も上昇しております。

町内の各公共施設の今後についても、重要な方向性を出していく時期が迫っております。

今後も歳入増に向けた取り組みを進め、選択と集中により事業の重点化を図り、効率的

な行財政運営に努めなければなりません。しっかりと将来を見据えた取り組みを期待い

たします。

まず、一般会計、歳入でございます。

普通交付税は、前年度比４４８万０００円の減、特別交付税は４８０万円の増と

なり、地方交付税全体では対前年度比で ３％の増となりました。特別交付税が高い水

準であることは、当町のさまざまな取り組みに対する評価のあらわれと考えます。当局

の財源確保の努力を評価いたします。町税は、経済情勢や人口減の影響により対前年度

比で ９％の減となりました。そのうち固定資産税は、関西電力大河内発電所の減価償

却等により２４６万０００円の減収となっております。町債は、災害復旧事業債

１３０万円、全国防災事業債９８０万円、臨時財政対策債０１２万０００円など

の減により対前年度比１ １％の減となりました。県支出金は、農業費補助金の増（多

面的機能支払い６０１万０００円、人⋞農地問題解決推進１億２９２万０００

円）、地籍調査委託金５２０万円の増など対前年度比で４ ６％の増となりました。

国庫支出金は、社会資本整備総合交付金の増（橋梁長寿命化２７２万０００円、地

域優良賃貸住宅７５２万０００円、長谷交流施設整備９４８万０００円、若者世帯

住宅取得８００万円）、学校施設環境改善交付金１６７万０００円の減などにより

対前年度比で ３％増となりました。

次に、一般会計、歳出でございます。

総務費は、ふるさと納税関係（推進⋞応援基金積立金）７４４万０００円、町制

１０周年記念式典１７１万０００円、行政用コンピューター運営⋞ネットワーク接

続事業１０１万０００円の増などにより対前年度比で １％の増となりました。衛

生費は、病院事業会計への補助金０００万円、水道事業会計への補助金３４６万０

００円、地球温暖化実行計画策定３５１万円の増などにより対前年度比で ６％の増と

なりました。民生費は、臨時福祉給付金１５３万０００円、子育て世帯臨時特例給

付金０７４万０００円、子ども⋞子育て関係（会議３３５万０００円、支援シス

テム導入２２２万０００円）の減などにより対前年度比で ２％の減となりました。

教育費は、廃校施設解体撤去１億２２８万円、高原マラソン０００万円、学校給食

管理運営８９９万０００円の増などにより対前年度比で ７％の増となりました。公

債費は、元金２６８万０００円、利子０２３万０００円の減など対前年度比で
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５％の減となりました。

普通会計ベースとなりますが、性質別経費としましては、人件費は、職員給、共済組

合負担金、特別職、議員の報酬などの増により ４％増の１２億１３７万０００円

となりました。物件費では、委託料、報償費、需用費などの増により１ ４％増の１４

億１１２万０００円となりました。維持補修費は、町営住宅、道路、学校、観光施設

などの維持補修により２ ０％増の９４３万０００円となりました。扶助費は、臨時

福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の減などにより ２％減の６億２８４万０

００円となりました。補助費等は、農業振興の補助金、病院事業補助金、企画費の補助

金などの増により１ ２％増の２０億９４４万円となりました。公債費は、辺地対策

債、一般単独債、減税補填債などの減により ５％減の１０億９００万０００円と

なりました。積立金は、財政調整基金、公共施設維持管理基金などの減により１ ５％

減の７億９２９万０００円となりました。投資及び出資金貸付金は、医師修学資金

貸付金、病院事業会計出資金が昨年と同額となっており、１億２４０万円となりました。

繰出金は、国保特別会計、後期高齢者医療特別会計への繰り出しの増により ０％増の

４億２８３万０００円となりました。投資的経費は、廃校施設解体撤去や防災拠点

等再生エネルギー導入事業がふえたものの、災害復旧費の減などで ３％減の１１億

９９６万０００円となりました。

なお、特に次の点について意見させていただきます。

１、各区からの要望事業等、多くの事業を実施されたことは評価いたします。全事業

を把握しやすい体制を強化し、工事の早期発注、早期完了にさらなる努力をされたい。

また、建築工事の施工監理について、委託した監理者と担当課により現場監理も実施さ

れたい。

２、中播北部クリーンセンターの今後について一定の方向性が出ておりますが、今後、

他市町との調整と引き続きの取り組みをお願いするとともに、ごみ減量化に向けた諸事

業の継続実施を期待する。

３、公会計制度導入により効率的な行財政運営が求められております。特に公有財産

管理については、さらに精度を高めた台帳等を整備されたい。

４、地域包括ケアシステムの取り組みをさらに強化されたい。病院のある町として積

極的な取り組みを期待いたします。

５、学校統合後の跡地利用が課題となっている。その中において、利活用が具体化し

た跡地もありますが、その他の跡地についてもＰＦＩ等も含めあらゆる角度から検証し、

早期に方向性を確立されたい。

６、町税等滞納整理対策委員会での各課の連携について、若干不十分な点も見受けら

れました。連携を強化し、引き続き適切な債権管理を推進されたい。

７、重要課題を議論する政策調整会議について、今後も一層機能強化を図られたい。

８、川崎住宅問題について、一部進展をしておりますが、全面解決に向けて引き続き
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の取り組みを進められたい。

９、ヨーデルの森、グリーンエコー笠形、新田ふるさと村、峰山高原ホテルリラクシ

ア、ホテルモンテ⋞ローザ、こっとん亭、神崎フードなど、指定管理者制度についても

引き続き設置者の責任として施設全体の経営状況を十分把握するとともに、公共施設等

総合管理計画に沿った適切な管理を図られたい。

１０、児童虐待、育児放棄対策については、関係各課の連携を強め、引き続き適切な

対応をされたい。

１１、各課の事務事業の進捗管理シートも確認いたしました。単なる資料としてだけ

ではなく、内部管理のためにもシートを活用したＰＤＣＡサイクルを一層充実されたい。

１２、各課での超過勤務の状況について、常態化していないか、特定の職員に集中し

ていないかなどを聴取いたしました。特殊事情もあり、一部の職員へ事務が集中した報

告もあったため、適正配置や事務分担に十分留意し、健康管理面からも引き続き適切な

管理を行われたい。

１３、補助金交付各種団体の会計処理は、要綱により事務処理がされておりますが、

各団体の所管課において確認する取り組みにより、引き続き適切な事務執行に当たられ

たい。

１４、金銭の代用となる証券（郵便切手）等の各課での管理や窓口での現金収受につ

いて、郵便切手差し引き簿による管理体制や現金のダブルチェックを励行し、適切な事

務執行に当たられたい。

以上、１４点について特に意見を述べさせていただきました。

次に、介護療育支援事業特別会計でございます。

相談内容は、年々複雑で多岐にわたっている中で、自宅や学校、幼稚園等において、

相談者の御意向や内容に応じて継続して事業に取り組まれております。また、中播磨健

康福祉事務所（福崎保健所）の協力も得ながら、神崎郡３町実施のすこやか専門相談へ

の支援、担当保健師との学校等巡回訪問指導においても重要な役割を当機関が担ってお

ります。その中で、障害のある子供たちの卒業後の問題について、障害児進路部会が機

能し、ハローワーク姫路等の雇用関係機関等と協働できる体制ができていることは引き

続き評価いたします。対象児は多く、十分な対応は容易ではありませんが、個々の事例

に対して丁寧な相談業務を重ねられ、引き続き充実したサービスに努められることを期

待します。

次に、国民健康保険事業特別会計でございます。

国民健康保険税の徴収率は、前年度比 １ポイントの減、７ ２％となっております。

２７年度末の収入未済額、滞納額は、前年度比３万０００円の減の８８５万００

０円となっております。歳出の中で最も大きな割合を占める保険給付費（医療費）は、

前年度比１０３万０００円の増の８億８８３万０００円となっております。高

額医療が多く発生したことが増加の主要因です。
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医療費削減対策（健診事業）では、医療受診者を含めた町民の総合的な管理を目指し

て努力されております。その中で、無料クーポン、健康管理ファイルの配布など各種の

取り組みが強化されていることは評価できます。健康づくりの大切さについてＰＲをさ

らに工夫され、関係課が連携し、急激な保険料の増加を招くことのないよう安定的な財

政運営に努められることを期待します。

次に、後期高齢者医療事業特別会計でございます。

後期高齢者医療保険料の徴収率は、前年度比 ０ポイント減の９ ８％となっており、

２７年度末の収入未済額（滞納額）は前年度比１０９万０００円の増の１２７万円と

なっております。制度開始から８年が経過し、今年度も大きな問題はなく事業は推移し

ております。超高齢化社会へ向かう中、医療費は今後も増加していくものと思われます。

関係課が連携し、特定健診の受診率を向上させ、医療費抑制、高齢者の健康増進につな

がる取り組みの継続を期待します。

次に、介護保険事業特別会計でございます。

介護保険料の徴収率は前年度と同ポイントの９ ６％となっており、収入未済額、滞

納額は前年度比２８万０００円の増の２９８万０００円となっております。保険給

付費では、介護サービス給付費等諸費が前年度比４３９万０００円の増の１１億

９４７万０００円となっております。なお、２８年３月末における要介護認定者数は、

１号被保険者で前年度から２人ふえ７５６人、２号被保険者で前年度から１人減り８人

となっております。そういった中で、こつこつ貯筋教室や、ほがらか教室も継続されて

おります。新規事業としては、要支援者中心のじっくり貯筋教室も取り組まれました。

また、地域包括支援センターの事業として、民生委員ＯＢやボランティアで取り組ん

でいただいている認知症予防希望者を対象としたいきいき倶楽部、神河中学校、神崎小

学校の生徒⋞児童を対象とした認知症キッズサポーター養成講座など各種取り組みが広

がりを見せております。健康づくりや介護ケア、予防について、さまざまな事業の展開

は評価いたします。予防に力を入れ、要介護状態の方を減らすことは、本人、家族の負

担、また、財政負担の軽減のために非常に重要です。今後も地域に根差した取り組みに

期待します。

次に、土地開発事業特別会計でございます。

２４年度にしんこうタウンの第３期、２７区画が販売開始となり、２６年度末までで

１２区画が販売、新築されております。２７年度では２区画が販売されました。早期完

売に向け、あっせん者や紹介者への紹介料の支払いなどが検討されております。若者向

け賃貸住宅の建設や若者世帯住宅取得支援事業等の諸施策とあわせＰＲの強化を望みま

す。残り１３区画の早期完売の取り組みに期待いたします。

次に、老人訪問看護事業特別会計でございます。

かんざき訪問看護ステーションは、開設後２２年が経過し、郡内、姫路市香寺町及び

朝来市生野町をエリアとして事業は順調に行われ、利用者数は延べ８００人を超えま
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した。重度化した要介護者、療養者を医療と生活の両面から支援していくことは、地域

包括ケアシステムの構築に当たっても非常に重要なことです。当ステーションでは、看

護師がケアマネジャーを担い、在宅の生活を支援しております。理学療法士、作業療法

士、言語聴覚士も配置され、多角的な見地から支援する体制もとられています。また、

２４時間３６５日、電話対応や緊急時訪問も対応されています。今後、さらにこの事業

は必要とされていくと思われます。しかし、まだまだ地域に浸透していないという現状

もあります。近隣地域への周知を徹底し、引き続きの事業推進に期待します。

次に、産業廃棄物処理事業特別会計でございます。

歳入の主なものは、建設残土砂等処分地使用料８６８万０００円、前年度繰越金

２０８万０００円となっており、歳出の主なものは、管理業務委託料１０２万００

０円、管理委託料２６４万０００円、施設管理や水質調査に係る委託料５１４万円

となっております。２７年度は１万６４ ２トンが投入され、現在、約６ ９％の占

有率となっております。引き続き不法な持ち込みがないか現場を確認し、施設が適正円

滑に利用されるよう運営努力を期待します。

次に、寺前地区振興基金特別会計でございます。

歳入は、一般会計からの繰入金０００万円、基金繰入金５８１万０００円、財

産運用収入７１６万０００円となっており、歳出の主なものは、基金への積立金（利

子分）７１６万０００円、各区等への補助金３５２万０００円、寺前漁協への

補助金２００万円となっております。この会計の財源は、基金からの繰入金が主なもの

で、引き続き適切、効率的な基金の管理、運営を望みます。

特別会計の最後、長谷地区振興基金特別会計でございます。歳入は、基金繰入金３１

１万０００円、財産運用収入３１万０００円となっており、歳出の主なものは、長

谷漁協への補助金３００万円、基金への積立金（利子分）３１万０００円となってお

ります。この会計も、その財源は基金からの繰入金が主なもので、引き続き適切、効率

的な基金の管理、運営を望みます。

以上で一般会計及び各特別会計を終わります。

次に、水道事業会計でございます。

有収率向上のため漏水調査を実施し、可能な限りの直営工事を行い、経費の節減を図

られたことは評価いたします。使用料の未収金については、徴収強化月間を設け、給水

制限、停止等を構えた納付指導を継続されておりますが、過年度分未収金は２６年度末

から１４５万５１０円悪化し、６１１万７４０円となっております。不納欠損処理

はされておりません。

次に、下水道事業会計でございます。

生活排水処理率は９ ４％と高く、引き続き快適な生活環境の提供が維持できており

ます。

使用料の未収金については、徴収強化月間を設け、納付指導や精力的な徴収を継続さ
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れておりますが、過年度未収金は２６年度から４０万１００円悪化し、５８３万０

１５円となっております。不納欠損処理は１１件で６４万４４０円となっております。

水道事業、下水道事業を通した意見です。

町税等滞納整理委員会として、各課債権回収について連携して取り組まれております

が、昨今の経済情勢の影響により滞納は増加傾向が続いております。また、人口減によ

り料金収入の増加も簡単には見込めません。今後も徴収見込みを的確に把握し、公正か

つ合理的、能率的な徴収を行っていただき、確実で安定的な経営に結びつけていく必要

があります。そして施設の老朽化、耐震化対策として、国庫補助も活用しながら、町簡

易水道統合整備事業や統廃合計画、長寿命化計画に効果的に取り組まれることを望みま

す。引き続き、水道水の安全な安定した供給と快適な生活環境の提供に努められること

を期待いたします。

最後に、公立神崎総合病院事業会計でございます。

昨年度、平成２６年度は、地方公営企業会計制度の改正により、特別損失１億８１０

万０００円が発生し、２億４３８万０００円の赤字決算となりましたが、平成２

７年度は２億８６８万円が改善され、５７０万０００円の赤字決算となっており

ます。昨年度と比較し、入院患者数は４７４人の増、外来患者数は００６人の増、

収益は、入院１億６７３万円の増、外来４２２万円の減となりました。外来患者数

がふえたにもかかわらず外来収益が減った主な要因としては、透析患者の数が減ったこ

とが上げられます。材料費は、後発医薬品の利用増などにより６２６万円の減となりま

した。一方、経費では、パート医師の報償費や機器、設備の修繕費がふえたことにより

９９６万円の増となりました。深刻な医師不足は国全体の問題となっております。

そういった中にあって、医師確保に向けた従来からの取り組みは評価できます。医師

を確保し、休日夜間救急体制を強化することは、経営はもとより地域からの信頼をさら

に上げるために非常に重要です。医師確保についての引き続きの努力をお願いします。

また、看護師や給食調理員等マンパワーの確保についても同様に努力をお願いします。

昨年も触れましたが、医療費請求の過誤調整額の比率が非常に少なく、継続してしっ

かりとしたレセプト点検の管理ができております。確実な事務の遂行は、病院全体の信

頼も高めます。今後もこの水準を維持されることを期待いたします。

北館改築、電子カルテの導入など大事業が控えております。また、地域包括ケアシス

テムの構築に当病院が重要な役割を担っております。健康福祉課等としっかりと連携し、

町を挙げて地域に信頼される病院づくりに向けた取り組みを期待いたします。

以上、一般会計ほか１２会計に対する意見の概略を報告させていただきました。あり

がとうございました。

○議長（安部 重助君） 代表監査委員の決算審査報告が終わりました。ありがとうござ

いました。

それでは、ただいまより審査報告に対する質疑を受けますが、監査委員の日程の都合
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上、本日のみ出席いただくことになっておりますので、御了承願います。

それでは、質疑のある方どうぞ。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑がないようでございますので、これをもって審査報告に対

する質疑を終了いたします。どうも御苦労さんでした。

以上１３件の決算の質疑については第３日目以降に行い、本日は説明のみにとどめま

す。

⋞ ⋞

○議長（安部 重助君） ここでお諮りいたします。日程の途中ですが、本日の会議はこ

れにて延会いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。

本日はこれで延会することに決定しました。

次の本会議は、あす９月８日午前９時再開いたします。

本日はこれで延会いたします。御苦労さんでした。

午後３時３３分延会
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